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は じ め に

鳥取県のがん検診の受診率は、全国平均に比べ高率である。それは、他県に先駆けて行った平成７

年度からの肝臓がん検診及び陽性者へのフォローアップ事業、平成１２年９月からの胃がん一次検診に

おける内視鏡検査の導入、平成１５年度からの便潜血検査１日２個法の採用等、特色ある検診事業が展

開されていることと、また、市町村の保健師による住民への積極的な受診勧奨が行われていることが

大きく寄与しているものと考えられる。

しかしながら、各市町村の対象者の把握方法が県下で統一されていないため、対象外とするべき者

も含まれており、実際の受診率はもっと高いのではないかという疑問が残る。

対象者の把握については、平成１４年度、県健康対策課が市町村に対し基本的な考え方を示し、それ

に沿って、ほとんどの町村は住民へのアンケート調査により把握することとしたが、しかし、４市で

は独自の数式で算定が行われている現状である。

また、平成１５年度はやや改善されたが、精検受診率は低下傾向にあり、特に東部地区が低率である。

市町村によっては、精検未受診者に受診したかどうかのアンケート調査等を行って、精検受診率８０％

以上の成果を出しているところもある。

がん検診を推進するに当たっては、市町村の検診への取組み体制の充実、要精検者に対する精検受

診の大切さをより啓発すること、また、保健師の受診勧奨が極めて重要であることなどを、改めて認

識すべきであると考える。

特に平成１６年度に市町村合併が行われてからは、人口規模の拡大により効率化に流されがちであり、

検診の質の向上や受診率改善の見直しについて、今後も鋭意検討されるべきであると思っている。

以上、平成１５年度の事業状況について取りまとめた。今後の事業展開のための指標として、本誌の

活用を期待したい。

平成１７年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 長 田 昭 夫
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�．平成１５年度各がん検診事業実績



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数）は

１７１，９４１人で、このうち受診者数はＸ線検査３１，５８７人、内視鏡検査は１６，４５９人で合計４８，０４６人であっ

た。受診率は２７．９％であった。平成１４年度より受診者数は２，０１３人増加し、受診率は０．８ポイント増加

した。また、年々と内視鏡検査の実施割合が増加している。

検査の結果、胃がんまたは胃がん疑いであった者は１８８人発見され（Ｘ線検査７４人、内視鏡検査１１４

人）、がん発見率は０．３９％で前年度より２７人、０．０４ポイント増加した。発見がん数の増加の要因は、

Ｘ線検査からの発見がん数が平成１４年度より２３例も増加したことである。

また、平成１２年度から導入した内視鏡検査も４年間経過し、新規受診者の割合が減少し、発見癌数

の伸び率が鈍化傾向となるが、Ｘ線検査でのがん発見率は０．２３％に対し、内視鏡検査でのがん発見率

０．６９％で３倍も高い。

平成１５年度の全国平均は受診率１３．３％、要精検率１１．５％、がん発見率０．１８％で、鳥取県がいずれも

上回っている。

（１） Ｘ線検査は３９市町村で実施され、受診者数は３１，５８７人で、受診率は１８．４％で年々減少傾向であ

る。一次検診の要精検者は３，４３４人、要精検率は１０．９％。

このうち、精密検査を受診したのは２，７０２人、精検受診率は７８．７％で、前年度より９８人、５．６ポイン

トも増加した。このことが、がん発見者数、発見率の増加に寄与したと思われる。

毎年、東部地区の特に鳥取市の精検受診率が低率であることが指摘されるが、前年度より８．５ポイ

ントも増加した。

鳥取市は「胃がん部会・胃がん対策専門委員会」で出された改善策を検討し、精検未受診者の紹介

状を再発行し、受診の確認がとれた医療機関に送付し、結果を記入して頂くよう依頼。また、要精検

者が紹介状を持参しない場合に備え、医療機関に紹介状を常置する等の措置を行った。また、米子市、

境港市においては精密検査未受診者には受診したかどうかのアンケート調査を実施されていることを

聞き、鳥取市も同様なアンケート調査を郵送することとした。しかし、米子市８０．２％、境港市８９．０％

に比べ、鳥取市の精検受診率はまだまだ低い。

精検結果は、胃がんまたは胃がん疑いであった者は７４人、胃がん発見率は０．２３％で、平成１４年度よ

り２３人も多かった。

（２） 内視鏡検査は、２７市町村で実施され、受診者数は１６，４５９人で、検査結果は胃がんまたは胃がん

疑いであった者は１１４人が発見され、発見率は０．６９％であった。

２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成１５年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１５８

例（一次検査がＸ線検査：車検診３３例、施設検診３６例、一次検査内視鏡検査：８９例）であった。

早期がんは１１２例、進行がんは４６例で、早期がん率は７０．９％と高率であった。このうち切除例は１４９

例で、そのうち内視鏡切除は３０例であった。

性・年齢別では、男性１０６例、女性５２例であった。

切除例の大きさは２�以内が４０．８％であった。車検診では４６．７％、施設検診では１８．２％、内視鏡検

査では４８．２％であった。

切除例の深達度では「t１」が１０８例で、そのうちmが７１例であった。

また、前年度受診歴を有する進行癌は、車検診３例、施設検診４例、内視鏡検査で５例であった。

３
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平 成
１０年度

平 成
１１年度

平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人）１７１，２５０１７４，０２１ １７２，８２５ １６７，３３６ １６９，７５４ １７１，９４１

受 診 者 数（人）４１，１６５ ３９，７８３３６，７０６ ３，６５１ ４０，３５７３３，９０４ ９，７３２ ４３，６３６３２，７３８１３，２９５ ４６，０３３３１，５８７１６，４５９ ４８，０４６

受 診 率（％） ２４．０ ２２．９ ２１．２ ２．１ ２３．４ ２０．３ ５．８ ２６．１ １９．３ ７．８ ２７．１ １８．４ ９．６ ２７．９

一次検診
結 果

異常認めず（人）３３，６３９ ３３，３１９３１，５５６ ２９，６１８ ２９，１７５ ２８，１５３

要精検者数（人） ７，５２６ ６，４６４ ５，１５０ ４，２８６ ３，５６３ ３，４３４

要 精 検 率（％） １８．３ １６．２ １４．０ １２．６ １０．９ １０．９

精密検査
受 診 者 数（人） ５，６７１ ４，８９４ ３，７６６ ３，２１２ ２，６０４ ２，７０２

受 診 率（％） ７５．４ ７５．７ ７３．１ ７４．９ ７３．１ ７８．７

精密検査
結 果

胃がん又はがんの
疑いのある者（人） ９５ ９０ ６４ ２３ ８７ ７５ ７３ １４８ ５１ １１０ １６１ ７４ １１４ １８８

胃がん発見率（％） ０．２３ ０．２３ ０．１７ ０．６３ ０．２２ ０．２２ ０．７５ ０．３４ ０．１６ ０．８１ ０．３５ ０．２３ ０．６９ ０．３９

確定調査
結 果

確定がん数（人） ８４ ８２ ７９ １０９ １４２ １５８

確定がん率（％） ０．２０ ０．２１ ０．２０ ０．２５ ０．３１ ０．３３

（２） 平成１５年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
一 次 検 診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４５７ ８８３ ５４ ７４ ４０３ ８０９ １１．８ ８．４

４５～４９ ５９７ １，１６３ ７３ ９７ ５２４ １，０６６ １２．２ ８．３

５０～５４ ８６５ １，９７９ ９１ １５６ ７７４ １，８２３ １０．５ ７．９

５５～５９ ９６９ ２，４４５ １１３ ２２４ ８５６ ２，２２１ １１．７ ９．２

６０～６４ １，５５５ ３，０４０ １９９ ２８３ １，３５６ ２，７５７ １２．８ ９．３

６５～６９ ２，０７２ ３，７７４ ２７１ ３５７ １，８０１ ３，４１７ １３．１ ９．５

７０～７４ ２，２９４ ３，６２９ ３１４ ３８３ １，９８０ ３，２４６ １３．７ １０．６

７５～７９ １，５８５ ２，３２８ ２１６ ２６２ １，３６９ ２，０６６ １３．６ １１．３

８０歳以上 ８３１ １，１２１ １４０ １２７ ６９１ ９９４ １６．８ １１．３

計 １１，２２５ ２０，３６２ １，４７１ １，９６３ ９，７５４ １８，３９９ １３．１ ９．６

合 計 ３１，５８７ ３，４３４ ２８，１５３ １０．９

４



２）胃がんＸ線検診精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３６ ６３ ６６．７ ８５．１ １０ １８ ２６ ４５ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ３８ ７４ ５２．１ ７６．３ １１ ２６ ２７ ４８ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４ ６０ １１８ ６５．９ ７５．６ １０ ４２ ５０ ７６ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５５～５９ ６７ １７７ ５９．３ ７９．０ ２３ ５４ ４１ １１９ ０ ０ ３ ４ ０．３１０ ０．１６４

６０～６４ １４４ ２４３ ７２．４ ８５．９ ３３ ７６ １０５ １６４ ０ ０ ６ ３ ０．３８６ ０．０９９

６５～６９ １９１ ３０１ ７０．５ ８４．３ ５５ １０４ １３０ １９３ ０ ０ ６ ４ ０．２９０ ０．１０６

７０～７４ ２４９ ３３０ ７９．３ ８６．２ ６３ ９５ １７７ ２２９ ２ ０ ７ ６ ０．３９２ ０．１６５

７５～７９ １７０ ２２５ ７８．７ ８５．９ ２７ ６４ １３０ １５４ ０ ２ １３ ５ ０．８２０ ０．３０１

８０歳以上 １１８ ９８ ８４．３ ７７．２ ３３ ３１ ７７ ６２ ０ ０ ８ ５ ０．９６３ ０．４４６

計 １，０７３ １，６２９ ７２．９ ８３．０ ２６５ ５１０ ７６３ １，０９０ ２ ２ ４３ ２７ ０．４０１ ０．１４２

合 計 ２，７０２ ７８．７ ７７５ １，８５３ ４ ７０ ０．２３４

３）検査機関別

ａ．一次検査結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ７，２８９ １２，８４７ ７８６ ９９３ ６，５０３ １１，８５４ １０．８ ７．７

中国労働衛生協会 ２７３ ３４１ ３２ ２２ ２４１ ３１９ １１．７ ６．５

病 院 １，０６７ ２，１８２ ２２２ ３９０ ８４５ １，７９２ ２０．８ １７．９

診 療 所 ２，５９６ ４，９９２ ４３１ ５５８ ２，１６５ ４，４３４ １６．６ １１．２

計 １１，２２５ ２０，３６２ １，４７１ １，９６３ ９，７５４ １８，３９９ １３．１ ９．６

合 計 ３１，５８７ ３，４３４ ２８，１５３ １０．９

ｂ．精密検査結果

一次検診
機 関

精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５９１ ８６４ ７５．２ ８７．０ １４８ ２５６ ４１５ ５８２ ０ ２ １８ １４ ０．２４７ ０．１２５

中国労働衛生協会 ２２ ２１ ６８．８ ９５．５ ８ １０ １２ １０ ０ ０ ２ ０ ０．７３３ ０．０００

集団検診小計 ６１３ ８８５ ７４．９ ８７．２ １５６ ２６６ ４２７ ５９２ ０ ２ ２０ １４ ０．２６４ ０．１２１
病 院 １４４ ３０２ ６４．９ ７７．４ ４８ １２８ １００ １８０ ０ ０ ４ １ ０．３６８ ０．０４５

診 療 所 ３１６ ４４２ ７３．３ ７９．２ ６１ １１６ ２３６ ３１８ ２ ０ １９ １２ ０．８１５ ０．２４２

医療機関検診小計 ４６０ ７４４ ７０．４ ７８．５ １０９ ２４４ ３３６ ４９８ ２ ０ ２３ １３ ０．６８３ ０．１８１
計 １，０７３ １，６２９ ７２．９ ８３．０ ２６５ ５１０ ７６３ １，０９０ ２ ２ ４３ ２７ ０．４０１ ０．１４２

合 計 ２，７０２ ７８．７ ７７５ １，８５３ ４ ７０ ０．２３４

機関別要精検率

一次検診機関 １３年 度 １４年 度 １５年 度

保 健 事 業 団 １０．１％ ８．７％ ８．８％

中国労働衛生協会 １１．６％ ５．９％ ８．８％

集 団 検 診 小 計 １０．２％ ８．６％ ８．８％
病 院 ２１．９％ １９．２％ １８．８％

診 療 所 １４．０％ １２．９％ １３．０％

医療機関検診小計 １６．８％ １４．９％ １４．８％
合 計 １２．６％ １０．９％ １０．９％
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３

４
４２
７

２９
．７

５５
２

５７
１３
．３

４９
８６
．０

１５
３３

０
１

３４
０
．２
３４

江
府
町

１
，１
０２

５０
６

５０
６

４５
．９

４３
４３

８
．５

３７
８６
．０

１６
２０

０
１

２１
０
．１
９８

溝
口
町

１
，４
４５

４８
６

４８
６

３３
．６

５０
５０

１０
．３

３９
７８
．０

１９
２０

０
０

２０
０
．０
００

合
計
１７
１
，９
４１

２０
，７
５０

１０
，８
３７

３１
，５
８７

１８
．４

１
，８
３３

１
，６
０１

３
，４
３４

１０
．９

２
，７
０２

７８
．７

７７
５

１
，８
５３

４
７０

１
，９
２７

０
．２
３４

６



（３） 平成１５年度胃がん内視鏡検診

１）年齢階級別結果

年 齢

一次検診
受診者数
（人）

精 密 検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １７４ ３４６ ８３ １９２ ９１ １５３ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．２８９

４５～４９ １７７ ３８２ ７２ ２０１ １０４ １８１ ０ ０ １ ０ ０．５６５ ０．０００

５０～５４ ３１０ ６１１ １５０ ２９８ １５８ ３１２ ０ １ ２ ０ ０．６４５ ０．１６４

５５～５９ ４０７ １，０１０ １７６ ５０２ ２３０ ５０６ １ １ ０ １ ０．２４６ ０．１９８

６０～６４ ７６２ １，４７７ ３７９ ７８４ ３８４ ６８９ １ １ ２ ３ ０．３９４ ０．２７１

６５～６９ １，１９９ １，８７３ ５２９ ９４２ ６５８ ９２８ ０ ０ １２ ５ １．００１ ０．２６７

７０～７４ １，４２４ ２，０３５ ５９４ １，０３４ ８１１ ９９２ ２ ２ １７ ７ １．３３４ ０．４４２

７５～７９ １，０９８ １，５１６ ４８６ ７２９ ５９０ ７７５ ２ ４ ２０ ８ ２．００４ ０．７９２

８０歳以上 ６２１ １，０３７ ３０１ ５２０ ３０６ ５１１ ３ ２ １１ ４ ２．２５４ ０．５７９

計 ６，１７２ １０，２８７ ２，７７０ ５，２０２ ３，３３２ ５，０４７ ９ １１ ６５ ２９ １．１９９ ０．３８９

合 計 １６，４５９ ７，９７２ ８，３７９ ２０ ９４ ０．６９３

２）検診機関別結果

検診機関

一次検診
受診者数
（人）

検 査 結 果 胃がん発見率
（％）異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

病 院 １，８７８ ２，７８２ ７３７ １，２４８ １，１２８ １，５２６ ２ ５ １１ ４ ０．６９２ ０．３２４

診 療 所 ４，２９４ ７，５０５ ２，０３３ ３，９５４ ２，２０１ ３，５２４ ７ ６ ５４ ２５ １．４２１ ０．４１３

計 ６，１７２ １０，２８７ ２，７７０ ５，２０２ ３，３２９ ５，０５０ ９ １１ ６５ ２９ １．１９９ ０．３８９

合 計 １６，４５９ ７，９７２ ８，３７９ ２０ ９４ ０．６９３

７



３）平成１５年度胃がん内視鏡検診受診状況

市 町 村 名

検 査 結 果 別 人 員
がん発見率
（％）

Ｇ＝（Ｄ＋Ｅ）／Ａ
受 診 者 数

Ａ

異常認めず

Ｂ

そ の 他 の
疾 病

Ｃ

が ん 疑 い

Ｄ

が ん

Ｅ

異常者総計

Ｆ＝Ｃ＋Ｄ＋Ｅ

鳥 取 市 ５，３３５ １，８４８ ３，４３５ １１ ４１ ３，４８７ ０．９７５

米 子 市 ６，３５２ ３，４５４ ２，８５８ ３ ３７ ２，８９８ ０．６３０

倉 吉 市 ５１５ ２５３ ２５９ １ ２ ２６２ ０．５８３

境 港 市 １，４５４ ９０９ ５３８ ３ ４ ５４５ ０．４８１

国 府 町 ５３ ２５ ２８ ０ ０ ２８ ０．０００

岩 美 町 １８４ ６８ １１６ ０ ０ １１６ ０．０００

福 部 村 ８８ １８ ７０ ０ ０ ７０ ０．０００

郡 家 町 ７５ １７ ５８ ０ ０ ５８ ０．０００

船 岡 町 ―

河 原 町 ９０ ２２ ６８ ０ ０ ６８ ０．０００

八 東 町 ―

若 桜 町 ―

用 瀬 町 １６ １３ ３ ０ ０ ３ ０．０００

佐 治 村 １６０ １２１ ３７ ０ ２ ３９ １．２５０

智 頭 町 １３３ ５０ ８２ １ ０ ８３ ０．７５２

気 高 町 ２９８ ８７ ２１１ ０ ０ ２１１ ０．０００

鹿 野 町 ２１０ １７２ ３７ ０ １ ３８ ０．４７６

青 谷 町 ８１ ２８ ５３ ０ ０ ５３ ０．０００

羽 合 町 ３３ １３ ２０ ０ ０ ２０ ０．０００

泊 村 １２９ １０１ ２７ ０ １ ２８ ０．７７５

東 郷 町 ３０ １０ ２０ ０ ０ ２０ ０．０００

三 朝 町 ―

関 金 町 ―

北 条 町 １０４ ３８ ６６ ０ ０ ６６ ０．０００

大 栄 町 ―

東 伯 町 ―

赤 碕 町 １８ １８ ０ ０ ０ ０ ０．０００

西 伯 町 ５７１ ３９１ １７６ １ ３ １８０ ０．７０１

会 見 町 ―

岸 本 町 ―

日 吉 津 村 ―

淀 江 町 ７５ １９ ５６ ０ ０ ５６ ０．０００

大 山 町 ５２ ４０ １２ ０ ０ １２ ０．０００

名 和 町 ―

中 山 町 ―

日 南 町 ５４ ３８ １６ ０ ０ １６ ０．０００

日 野 町 ７１ ３１ ４０ ０ ０ ４０ ０．０００

江 府 町 １０６ ８８ １５ ０ ３ １８ ２．８３０

溝 口 町 １７２ １００ ７８ ０ ０ ７８ ０．０００

合 計 １６，４５９ ７，９７２ ８，３７９ ２０ ９４ ８，４９３ ０．６９３

８



（４） 平成１５年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数

Ａ

受 診 者 数 Ｘ線検診精密検査及内視鏡検診結果別人員

Ｘ 線
受診者
Ｂ

内視鏡
受診者
Ｃ

計

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ

受診率
（％）
Ｅ＝Ｄ／Ａ

異 常
認めず
Ｆ

その他
の疾病
Ｇ

が ん
疑 い
Ｈ

が ん

Ｉ

異常者
総 計
Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ

がん発見率
（％）

Ｋ＝（Ｈ＋Ｉ）／Ｄ

鳥 取 市 ３８，７５０ ４，５９８ ５，３３５ ９，９３３ ２５．６ １，９８２ ３，７５３ １１ ５７ ３，８２１ ０．６８５

米 子 市 ４２，１００ ４，４７７ ６，３５２ １０，８２９ ２５．７ ３，５６４ ３，２１８ ４ ４８ ３，２７０ ０．４８０

倉 吉 市 １２，０３１ １，６４７ ５１５ ２，１６２ １８．０ ２９０ ３５９ １ ３ ３６３ ０．１８５

境 港 市 １１，６９９ ９２８ １，４５４ ２，３８２ ２０．４ ９４３ ５８７ ３ １０ ６００ ０．５４６

国 府 町 ８７７ ５９７ ５３ ６５０ ７４．１ ３５ ５５ ０ １ ５６ ０．１５４

岩 美 町 ２，７２１ ８６２ １８４ １，０４６ ３８．４ ８４ １５２ ０ ０ １５２ ０．０００

福 部 村 ８９６ ２２５ ８８ ３１３ ３４．９ ２０ ７５ ０ ０ ７５ ０．０００

郡 家 町 ２，０３８ ７９３ ７５ ８６８ ４２．６ ３３ ９０ ０ ０ ９０ ０．０００

船 岡 町 １，３７５ ５６９ ０ ５６９ ４１．４ １８ ２１ ０ ３ ２４ ０．５２７

河 原 町 ２，５７３ ７２２ ９０ ８１２ ３１．６ ３７ １０２ ０ ０ １０２ ０．０００

八 東 町 ２，４８８ ６２１ ０ ６２１ ２５．０ ６ ２４ １ １ ２６ ０．３２２

若 桜 町 ９２５ ４４１ ０ ４４１ ４７．７ ４ １４ ０ ０ １４ ０．０００

用 瀬 町 １，３３８ ３１８ １６ ３３４ ２５．０ １７ １９ ０ ０ １９ ０．０００

佐 治 村 １，０６０ ２４５ １６０ ４０５ ３８．２ １２８ ４５ ０ ３ ４８ ０．７４１

智 頭 町 ２，７８７ １，００４ １３３ １，１３７ ４０．８ ６４ １３７ １ １ １３９ ０．１７６

気 高 町 ２，１２３ ８２７ ２９８ １，１２５ ５３．０ １１７ ２４５ １ ０ ２４６ ０．０８９

鹿 野 町 １，７１９ ４６３ ２１０ ６７３ ３９．２ １７７ ４８ ０ ３ ５１ ０．４４６

青 谷 町 ３，１２６ ７９７ ８１ ８７８ ２８．１ ６４ ８５ ０ ５ ９０ ０．５６９

羽 合 町 １，２９３ ６３２ ３３ ６６５ ５１．４ ２７ ５９ ０ １ ６０ ０．１５０

泊 村 ９１１ １３５ １２９ ２６４ ２９．０ １０３ ３８ ０ １ ３９ ０．３７９

東 郷 町 １，８２８ ５５７ ３０ ５８７ ３２．１ １８ ４１ ０ ２ ４３ ０．３４１

三 朝 町 １，５５０ ６４３ ０ ６４３ ４１．５ １６ ４３ ０ ０ ４３ ０．０００

関 金 町 １，８０６ ４２０ ０ ４２０ ２３．３ １９ ３２ ０ １ ３３ ０．２３８

北 条 町 １，９１５ ４４７ １０４ ５５１ ２８．８ ５０ ９４ ０ １ ９５ ０．１８１

大 栄 町 １，９６３ ８６７ ０ ８６７ ４４．２ ２５ ３９ ０ １ ４０ ０．１１５

東 伯 町 ４，８５２ １，２３０ ０ １，２３０ ２５．４ ３４ ６４ ０ ２ ６６ ０．１６３

赤 碕 町 ２，６１２ ７７９ １８ ７９７ ３０．５ ３３ ５７ ０ ２ ５９ ０．２５１

西 伯 町 １，４９５ ３４９ ５７１ ９２０ ６１．５ ３９６ １９８ ２ ３ ２０３ ０．５４３

会 見 町 １，７３２ ３１４ ０ ３１４ １８．１ ３ ２０ ０ １ ２１ ０．３１８

岸 本 町 ２，３３５ ５４８ ０ ５４８ ２３．５ １０ ３３ ０ ０ ３３ ０．０００

日吉津村 ４４０ ２４９ ０ ２４９ ５６．６ ４ １６ ０ １ １７ ０．４０２

淀 江 町 ３，８６０ ６１６ ７５ ６９１ １７．９ ２５ １０５ ０ ０ １０５ ０．０００

大 山 町 ９９４ ５３３ ５２ ５８５ ５８．９ ５２ ４１ ０ ２ ４３ ０．３４２

名 和 町 ３，６０８ ４１３ ０ ４１３ １１．４ １４ １８ ０ ０ １８ ０．０００

中 山 町 １，１２１ ４４４ ０ ４４４ ３９．６ ５ ２５ ０ ３ ２８ ０．６７６

日 南 町 ３，０１６ ８５８ ５４ ９１２ ３０．２ ６１ ７４ ０ ３ ７７ ０．３２９

日 野 町 １，４３７ ４２７ ７１ ４９８ ３４．７ ４６ ７３ ０ １ ７４ ０．２０１

江 府 町 １，１０２ ５０６ １０６ ６１２ ５５．５ １０４ ３５ ０ ４ ３９ ０．６５４

溝 口 町 １，４４５ ４８６ １７２ ６５８ ４５．５ １１９ ９８ ０ ０ ９８ ０．０００

合 計 １７１，９４１ ３１，５８７ １６，４５９ ４８，０４６ ２７．９ ８，７４７ １０，２３２ ２４ １６４ １０，４２０ ０．３９１

９



表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計

男 ２ ５ ２５ ５５ １９ １０６

女 ０ ５ １３ ２２ １２ ５２

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

� １ ４ ５ ３ ０ ０ ０ ０ ０ １３（１１．６）

�a ２ ３ ０ ２ ０ ０ ４ １ ７ １９（１７．０）

�c ２ ３ ２１ ２ ０ ０ ４ １ ２２ ５５（４９．１）

�c＋� ０ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ３（２．７）

�a＋�c ０ １ ３ ０ ０ ０ ０ ２ ５ １１（９．８）

そ の 他 ２ ２ ０ ０ ０ ２ １ ０ ４ １１（９．８）

計 ７ １３ ３０ ８ ０ ２ ９ ４ ３９ １１２

（５） 平成１５年度胃がん検診発見胃がん患者確定調査報告

表１ 報告胃癌確定調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 １１ ２０ ４２ １０ １ ２ １２ １５ ４５ １５８

（発 見 率） ７３（０．３６６） １３（０．１５９） ７２（０．３５６） ０．３２７

早 期 癌

（％）

７ １３ ３０ ８ ０ ２ ９ ４ ３９ １１２

（７０．９）５０（６８．５） １０（７６．９） ５２（７２．２）

進 行 癌 ４ ７ １２ ２ １ ０ ３ １１ ６ ４６

切 除 例 １０ １９ ４１ １０ １ １ １２ １４ ４１ １４９

非 切 除 例 １ １ １ ０ ０ １ ０ １ ４ ９

手術拒否……２ その他……１

手術不能……６

内視鏡手術：東（１５）、中（２）、西（１３）
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表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

１ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２（４．４）

２ １ １ ３ １ ０ ０ １ ４ １ １２（２６．１）

３ ０ ３ ２ １ ０ ０ ０ ２ ０ ８（１７．４）

４ ０ １ ２ ０ ０ ０ １ １ ２ ７（１５．２）

５ ２ １ ４ ０ ０ ０ １ ３ ３ １４（３０．４）

不 明 ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ３（６．５）

計 ４ ７ １２ ２ １ ０ ３ １１ ６ ４６

表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１ ６ １３ ３０ ８ ０ １ ９ ４ ３７ １０８

m ３ ９ １９ ６ ０ １ ９ １ ２３ ７１

t２ ２ ３ ８ １ １ ０ ２ ７ ３ ２７

t３ ２ ３ ３ １ ０ ０ １ ３ １ １４

t４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １０ １９ ４１ １０ １ １ １２ １４ ４１ １４９

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 ３ １１ １４（４６．７） １７ ０ ３１ １

施 設 検 診 ０ ６ ６（１８．２） １５ １２ ３３ １

内 視 鏡 検 診 １５ ２４ ４０（４８．２） ３３ １０ ８３ ０

計 １９ ４１ ６０（４０．８） ６４ ２２ １４７ ２

１１



表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ６ ３ １４ 小 弯 ９ ７ ２５

Ｍ １２ ７ ２５ 大 弯 ２ ３ １２

Ｌ ５ ７ ２５ 前 壁 ５ ２ ９

全 体 ０ ０ ０ 後 壁 ７ ４ １８

計 ２３ １７ ６４ 全 周 ０ １ ０

不 明 １ ０ ７ 計 ２３ １７ ６４

不 明 １ ０ ７

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診 車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ ４ ５ 小 弯 ２ ８ ４

Ｍ ４ ９ ７ 大 弯 １ １ ２

Ｌ ４ ２ ３ 前 壁 ５ ２ １

全 体 ０ ２ １ 後 壁 ０ ４ ５

計 ９ １７ １６ 全 周 １ ２ ４

計 ９ １７ １６不 明 ０ ２ ２

不 明 ０ ２ ２

表８ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地 区 検 診 歳 性 型 深達度 組織型 大きさ（�） 占拠部位

東 部

車 検 診
７８ 男 ５ t３（se） tub２ ４１×１７ Ｌ 小弯

６３ 女 ５ t２（mp） por２ ２０×１２ Ｍ 前壁

施 設 検 診
８１ 女 ２ t３（se） muc ６７×５８ ML 後壁

６７ 男 不明 腹膜播種 不明 不明 試験開腹

内視鏡検診
７６ 男 ２ t３（se） tub２ ２５×２２ Ｕ 後壁

６７ 男 ５ t２（mp） por２ ２５×２０ Ｍ 後壁

中 部 車 検 診 ６８ 女 ２ t２（ss） por１ ４８×３５ Ｌ 前壁

西 部

施 設 検 診
６８ 女 ５ t３（se） por１ ８５×６０ ML 小弯

６２ 男 ５ t２（mp） tub１ ３８×２４ M 前壁

内視鏡検診

７９ 女 ５ t２（mp） tub２ ４０×１８ ML 小弯

７２ 男 ２ t２（ss） por１ ４１×４０ Ｌ 全周

７７ 男 ５ t２（ss） por１ １００×６０ UM前壁後壁小弯

表９ 検診別癌発見率

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

東 部 ０．１４９ ０．３５１ ０．６２５

中 部 ０．１４４ ０．２５１ ０．２４１

西 部 ０．１８７ ０．３１７ ０．５０５
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成１５年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２５，１９１人で、このうち受診者数は２７，４８３人（「頸部のみ」２６，７１８人、「頚部＋体部」

７６５人）で受診率は２２．０％、要精検者数９２人（車検診：２３人、施設検診：６９人）、要精検率は０．３３％で、

受診者数、受診率、要精検者数、要精検率ともに平成１４年度とほぼ同様な結果であった。

このうち、精検受診者数は７６人、精検受診率は８２．６％で、平成１４年度が７５．０％と例年に比べかなり

低率であったが、平成１５年度は改善され、例年並の結果であった。また、毎年、東部地区の特に鳥取

市の精検受診率が低率であることが指摘されるが、平成１５年度は１００％であった。

しかし、一次検診を病院で受診された人の精検受診率が６３．６％で、例年は８０％以上の結果であるの

に対しかなり低率であった。精検未受診者となっていても、実際には精検を受診し、何らかの理由で

結果の把握ができていない者もあるのではないかと考えられるので、市町村の保健師にお願いして、

結果収集をして頂くこととなった。

精検結果は、子宮がん８人、異形成３４人の合計４２人であり、子宮がん発見率は０．１５％であった。

年代別にみると、例年通り３０歳代の受診率は低いが、約６割は新規受診者が占めており、望ましい

傾向に思われる。また、３０～４０歳台の要精検率、がん発見率は依然として高い。

また、要精検者には、がん発見率が高いので精密検査の早期受診勧奨が必要である。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者数２７，４８３人中、体部がん検診対象者数は８８５人（３．２％）で、一次検診会場での

受診者は７６２人、また一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者が７７人で、受診者の合計

は８３９人で、受診率は９４．８％であった。子宮頚部がん検診者のうち子宮体部がん受診者の占める割合

は平成１４年度全国平均は９．０４％であるが、それに比べ鳥取県は低率である。

一次検診の結果、要精検となった者は１２人、要精検率１．５７％で、精検受診者数９人、精検受診率は

７５．０％で、低下傾向である。

精検の結果、子宮体部がんは一次検診会場の受診者から１人、子宮内膜増殖症３人発見され、医療

機関での検査受診者からは子宮内膜増殖症が４人発見された。がん発見率は０．９５％であった。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
平成１５年度は子宮頚部がん８名、異形成３４名であった。そのうち１例は、�ｂ期、腺癌で、手術不

可能なものがあった。受診歴は３年以上前であった。

また、子宮体部がんが１例、子宮内膜増殖症は３例であった。
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（２） 平成１５年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受診者数（人）

受 診 率
（％）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ７，４８６ １，７１９ ２３．０ ２０ １，６９９ １．１６

３５～３９ ６，９６８ １，８６６ ２６．８ １２ １，８５４ ０．６４

４０～４４ ７，５３８ ２，３９５ ３１．８ １５ ２，３８０ ０．６３

４５～４９ ８，６７６ ２，４５２ ２８．３ １２ ２，４４０ ０．４９

５０～５４ １１，３７７ ３，００３ ２６．４ １１ ２，９９２ ０．３７

５５～５９ １１，１２６ ３，３５５ ３０．２ ６ ３，３４９ ０．１８

６０～６４ １３，４１３ ３，６９３ ２７．５ ７ ３，６８６ ０．１９

６５～６９ １５，２３０ ３，９６４ ２６．０ ３ ３，９６１ ０．０８

７０～７４ １５，００３ ３，１５７ ２１．０ １ ３，１５６ ０．０３

７５～７９ １２，５２１ １，５３０ １２．２ ４ １，５２６ ０．２６

８０歳以上 １５，８５３ ３４９ ２．２ １ ３４８ ０．２９

計 １２５，１９１ ２７，４８３ ２２．０ ９２ ２７，３９１ ０．３３

（１） 子宮頚部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １２４，４８６ １２６，１０３ １２４，６６２ １２１，３２６ １２５，０４０ １２５，１９１

受 診 者 数（人） ２６，７８７ ２５，８７４ ２５，７９７ ２６，４８６ ２７，１９７ ２７，４８３

受 診 率（％） ２１．５ ２０．５ ２０．７ ２１．８ ２１．８ ２２．０

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２６，６７４ ２５，７３７ ２５，６８７ ２６，３３８ ２７，１０９ ２７，３９１

要 精 検 者 数（人） １１３ １３７ １１０ １４８ ８８ ９２

要 精 検 率（％） ０．４２ ０．５３ ０．４３ ０．５６ ０．３２ ０．３３

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ９１ １１２ ９２ １２４ ６６ ７６

受 診 率（％） ８０．５ ８１．８ ８３．６ ８３．８ ７５．０ ８２．６

精密検査結果

子宮がん又は異形成の者
（人） ４２ ５９ ３９ ４９ ３３ ４２

精検受診者に占めるが
ん・がん疑いの割合（％） ４６．２ ５２．７ ４２．４ ３９．５ ５０．０ ５５．３

子 宮 が ん 発 見 率（％） ０．１６ ０．２３ ０．１５ ０．１９ ０．１２ ０．１５

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） ５ １９ １０ ８ １２ ８

確 定 が ん 率（％） ０．０２ ０．０７ ０．０４ ０．０３ ０．０４ ０．０３
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３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

保健事業団 １２，０３４ ２３ １２，０１１ ０．１９

病 院 ６，５６４ ３３ ６，５３１ ０．５０

診 療 所 ８，８８５ ３６ ８，８４９ ０．４１

計 ２７，４８３ ９２ ２７，３９１ ０．３３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異 形 成 子 宮 が ん

３０ ～ ３４ １９ ９５．０ ４ ４ １０ １ ０．６４０

３５ ～ ３９ １０ ８３．３ ０ １ ７ ２ ０．４８２

４０ ～ ４４ １２ ８０．０ ３ ４ ５ ０ ０．２０９

４５ ～ ４９ １１ ９１．７ ３ １ ５ ２ ０．２８５

５０ ～ ５４ ７ ６３．６ ３ ３ １ ０ ０．０３３

５５ ～ ５９ ３ ５０．０ ０ ０ １ ２ ０．０８９

６０ ～ ６４ ６ ８５．７ ０ ３ ２ １ ０．０８１

６５ ～ ６９ ３ １００．０ ３ ０ ０ ０ ０．０００

７０ ～ ７４ １ １００．０ ０ ０ １ ０ ０．０３２

７５ ～ ７９ ３ ７５．０ ０ １ ２ ０ ０．１３１

８０歳 以 上 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．０００

計 ７６ ８２．６ １７ １７ ３４ ８ ０．１５３

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受

診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 異 形 成 子 宮 が ん

保健事業団 ２１ ９１．３ ３ ３ １３ ２ ０．１２５

病 院 ２１ ６３．６ ６ ４ ８ ３ ０．１６８

診 療 所 ３４ ９４．４ ８ １０ １３ ３ ０．１８０

計 ７６ ８２．６ １７ １７ ３４ ８ ０．１５３
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４
）
平
成
１５
年
度
子
宮
頸
部
が
ん
検
診
受
診
状
況

市
町

村
名

対
象
者
数

Ａ

受
診

者
数

要
精

密
検

査
者

検
査

結
果

別
人

員
車
検
診

Ｂ

施
設
検
診

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ

／Ａ

車
検
診

Ｆ

施
設
検
診

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検
受

診
者
数
Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず
Ｌ

そ
の
他

の
疾
病
Ｍ

が
ん
疑
い

Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計
Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ
＝（
Ｎ
＋
Ｏ
）／
Ｄ

鳥
取
市

３１
，８
６０

６５
１

３
，５
０１

４
，１
５２

１３
．０

０
２０

２０
０
．５

２０
１０
０
．０

５
６

６
３

１５
０
．２
１７

米
子
市

３０
，５
８０

４
５
，８
９８

５
，９
０２

１９
．３

０
２３

２３
０
．４

１７
７３
．９

４
２

８
３

１３
０
．１
８６

倉
吉
市

７
，６
７８

４４
０

９４
４

１
，３
８４

１８
．０

２
６

８
０
．６

８
１０
０
．０

０
３

５
０

８
０
．３
６１

境
港
市

８
，２
７９

１
，０
４１

１
，０
４１

１２
．６

５
５

０
．５

５
１０
０
．０

３
１

１
０

２
０
．０
９６

国
府
町

６３
８

４５
８

６１
５１
９

８１
．３

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

岩
美
町

１
，９
５４

６５
９

６５
９

３３
．７

１
１

０
．２

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

福
部
村

６５
８

６９
１１
９

１８
８

２８
．６

０
２

２
１
．１

１
５０
．０

０
０

１
０

１
０
．５
３２

郡
家
町

１
，４
５０

５９
７

９０
６８
７

４７
．４

２
０

２
０
．３

２
１０
０
．０

０
０

２
０

２
０
．２
９１

船
岡
町

１
，０
３５

３５
５

３５
５

３４
．３

１
１

０
．３

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

河
原
町

１
，８
９４

３７
８

１４
１

５１
９

２７
．４

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

八
東
町

１
，７
２６

３６
９

３６
９

２１
．４

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

若
桜
町

１
，３
２０

４１
４

４１
４

３１
．４

１
１

０
．２

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
４２

用
瀬
町

９１
５

９９
１２
１

２２
０

２４
．０

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

佐
治
村

６７
４

１９
７

５４
２５
１

３７
．２

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

智
頭
町

１
，９
６０

５４
６

１０
４

６５
０

３３
．２

３
０

３
０
．５

２
６６
．７

０
０

２
０

２
０
．３
０８

気
高
町

１
，４
２５

８０
４６
０

５４
０

３７
．９

０
１

１
０
．２

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

鹿
野
町

１
，３
１５

１６
１

１１
０

２７
１

２０
．６

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

青
谷
町

２
，１
７５

２６
２

８２
３４
４

１５
．８

０
１

１
０
．３

０
０
．０

０
０
．０
００

羽
合
町

１
，０
１５

１４
７

３０
４

４５
１

４４
．４

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

泊
村

５３
３

１２
２

８１
２０
３

３８
．１

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
郷
町

１
，２
８０

１７
７

１５
１

３２
８

２５
．６

１
１

２
０
．６

１
５０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

三
朝
町

１
，２
９７

４５
４

４５
４

３５
．０

１
１

０
．２

１
１０
０
．０

０
０

０
１

１
０
．２
２０

関
金
町

１
，２
９９

３３
４

３３
４

２５
．７

３
３

０
．９

３
１０
０
．０

０
０

３
０

３
０
．８
９８

北
条
町

１
，５
５９

３６
０

１１
７

４７
７

３０
．６

０
３

３
０
．６

３
１０
０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

大
栄
町

１
，４
１７

８５
６

８５
６

６０
．４

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

東
伯
町

３
，３
６９

８２
２

８２
２

２４
．４

１
１

０
．１

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．１
２２

赤
碕
町

１
，７
６２

５６
１

１１
５７
２

３２
．５

２
０

２
０
．３

２
１０
０
．０

０
１

１
０

２
０
．１
７５

西
伯
町

６６
６

２５
１

２５
１

３７
．７

０
０

０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

会
見
町

１
，０
４５

１８
９

２７
２１
６

２０
．７

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

岸
本
町

１
，６
８０

３５
０

１８
２

５３
２

３１
．７

１
０

１
０
．２

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．１
８８

日
吉
津
村

４５
９

３３
２４
６

２７
９

６０
．８

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

淀
江
町

２
，６
６７

５８
５１
８

５７
６

２１
．６

０
２

２
０
．３

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

大
山
町

６７
７

３５
４

２５
３７
９

５６
．０

２
０

２
０
．５

２
１０
０
．０

０
０

１
１

２
０
．５
２８

名
和
町

２
，４
２１

１２
９

２４
０

３６
９

１５
．２

０
１

１
０
．３

０
０
．０

０
０
．０
００

中
山
町

７１
８

１８
６

５６
２４
２

３３
．７

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

日
南
町

１
，６
３７

５０
１

５０
１

３０
．６

１
１

０
．２

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．２
００

日
野
町

６２
３

３４
９

３３
３８
２

６１
．３

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

江
府
町

９５
９

３
３７
５

３７
８

３９
．４

０
０

０
０
．０

０
０
．０

０
０
．０
００

溝
口
町

５７
２

３１
０

１０
６

４１
６

７２
．７

１
４

５
１
．２

０
０
．０

０
０
．０
００

合
計
１２
５
，１
９１

１２
，０
３４

１５
，４
４９

２７
，４
８３

２２
．０

２３
６９

９２
０
．３

７６
８２
．６

１７
１７

３４
８

５９
０
．１
５３
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（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
平 成１０年 度 平 成１１年 度 平 成１２年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ４０４ ４０４ ５０６ ５０６ ６２６ ６２６

受 診 者 数（人） ３５３ ２８ ３８１ ４５７ １８ ４７５ ５０２ ８７ ５８９

受 診 率（％） ８７．４ ９４．３ ９０．３ ９３．９ ８０．２ ９４．１

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ３３２ ４３５ ４９１

要 精 検（人） ２１ ２２ １１

要精検者の割合（％） ５．９５ ４．８１ ２．１９

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １７ ２１ １１

受 診 率（％） ８１．０ ９５．５ １００．０

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ６ ５ １１ ５ １ ６ ２ １１ １３

子宮がん発見率（％） １．７０ １７．８６ ２．８９ １．０９ ５．５６ １．２６ ０．４０ １２．６４ ２．２１

区 分
平 成１３年 度 平 成１４年 度 平 成１５年 度

保 健
事業分 医療分 合計 保 健

事業分 医療分 合計 保 健
事業分 医療分 合計

一 次 検 診

対 象 者 数（人） ７８５ ７８５ １，０８４ １，０８４ ８８５ ８８５

受 診 者 数（人） ６６４ ７９ ７４３ ９２１ ８３ １，００４ ７６２ ７７ ８３９

受 診 率（％） ８４．６ ９４．６ ８５．０ ９２．６ ８６．１ ９４．８

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ６２７ ９０８ ７５０

要 精 検（人） ３７ １３ １２

要精検者の割合（％） ５．５７ １．４１ １．５７

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ３４ １１ ９

受 診 率（％） ９１．９ ８４．６ ７５．０

精密検査結果
子宮がん又はがんの
疑いのある者 （人） ８ ２ １０ ５ ７ １２ ４ ４ ８

子宮がん発見率（％） １．２０ ２．５３ １．３５ ０．５４ ８．４３ １．２０ ０．５２ ５．１９ ０．９５

※「保健事業分」については医療機関検診及び集団検診において検診を受けた者、「医療分」については集団検診で
当日体部がん検診を受けられず、後日医療機関で受診した者です。

※全体の対象者は平成８年度から集計を行っているため、それ以前の受診率は算出できません。
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３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検査
受診者数（人）

検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ １ １ ０ ０ ０

３５～３９ ３ １ １ １ ０

４０～４４ ０ ０ ０ ０ ０

４５～４９ ６ ５ ０ １ ０

５０～５４ ３２ ２５ ５ ２ ０

５５～５９ １０ １０ ０ ０ ０

６０～６４ ５ ５ ０ ０ ０

６５～６９ ９ ８ １ ０ ０

７０～７４ ７ ６ １ ０ ０

７５～７９ ４ ３ １ ０ ０

８０歳以上 ０ ０ ０ ０ ０

計 ７７ ６４ ９ ４ ０

（４） 平成１５年度子宮体部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 体部がん検診
対象者数（人）

一次検診受
診者数（人） 受診率（％）

一 次 検 診 結 果 要精検割合
（％）要精検者数 異常認めず

３０～３４ ４２ ３９ ９２．９ ０ ３９ ０．００

３５～３９ ７５ ７０ ９３．３ ０ ７０ ０．００

４０～４４ １１３ １０８ ９５．６ ０ １０８ ０．００

４５～４９ １５８ １４４ ９１．１ ２ １４２ １．３９

５０～５４ ２４７ １９４ ７８．５ ４ １９０ ２．０６

５５～５９ １１０ ９９ ９０．０ ２ ９７ ２．０２

６０～６４ ５２ ４３ ８２．７ ３ ４０ ６．９８

６５～６９ ４３ ３４ ７９．１ ０ ３４ ０．００

７０～７４ ２８ １８ ６４．３ １ １７ ５．５６

７５～７９ １６ １３ ８１．３ ０ １３ ０．００

８０歳以上 １ ０ ０．０ ０ ０ ０．００

計 ８８５ ７６２ ８６．１ １２ ７５０ １．５７

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢 精密検査受
診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子 宮 が ん
発見率（％）異常認めず その他の疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

３０～３４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

３５～３９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

４０～４４ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

４５～４９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

５０～５４ ４ １ １ ２ ０ １．０３

５５～５９ ２ １ ０ １ ０ １．０１

６０～６４ ２ ０ １ ０ １ ２．３３

６５～６９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

７０～７４ １ １ ０ ０ ０ ０．００

７５～７９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

８０歳以上 ０ ０ ０ ０ ０ ０．００

計 ９ ３ ２ ３ １ ０．５２

１８
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表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１４年度 平成１５年度

内 膜 増 殖 症 ８ ３

体癌�a、�b期 １ １

体癌� c 期以上 ２ ０

合 計 １１ ４

表３ 発見子宮がん症例（�ｂ期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ０ ０

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ １ １

初 回 受 診 ０ ０ ０

表４ 治療機関

頚癌０期 頚癌�a期 頚癌�b期以上 体 癌

鳥 取 大 学 １ ０ １ １

県 立 中 央 ２ １ ０ ０

鳥 取 市 立 ０ １ ０ ０

博 愛 ２ ０ ０ ０

（５） 平成１５年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果

表１ 子宮がん検診確定調査結果（頚部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１４年度 平成１５年度 平成１４年度 平成１５年度

異 形 成 ６ １４ １６ ２０

頚 癌 ０ 期 １ ２ ６ ３

頚 癌 � a 期 ０ ０ ３ ２

頚癌�b期以上 ０ ０ ２ １

合 計 ７ １６ ２７ ２６
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３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成１５年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７８，７６２人で、このうち受診者数は６３，６４９人（車検診：４９，９５１人、施設検診：１３，６９８

人）で、受診率は３５．６％で、前年度とほぼ同率であった。

要精検者数は６４０人で、要精検率は１．０１％で平成１４年度より２９７人、０．４７ポイント増加した。特に一

次検診を病院、診療所で受診された人の要精検率が平成１４年度より高くなっている。

そのうち、精検受診者は４８９人、精検受診率は７６．４％で、前年度より２１８人増加した。精検受診率は

上向きとなったが、過去の成績と比べると依然として低い結果である。また、毎年、東部地区の特に

鳥取市の精検受診率が低率であることが指摘されるが、前年度より１９ポイントも増加した。一次検診

を病院、診療所で受診された人の精検受診率も改善されている。

精検結果、肺がん又はがん疑いのある者７８人が発見され、がん発見率は０．１２％で、過去最高の成績

であった。追跡調査の結果、確定がん６９人、がん発見率０．１１％であった。特に、６５歳以上の男性から

がんが多く発見されている。

また、受診者総数のうち経年受診者は７６．０％を占め、この経年受診者のがん発見率は０．１０３％、非

経年受診者のがん発見率０．１８３％であった。

Ｘ線検査受診者６３，６４９人中、喀痰検査の対象者となる高危険群所属者は８，４４３人で、そのうち喀痰

検査を受診した者は５，１８２人であった。高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が２０人発見され、

がん発見率は０．２３７％であった。

非高危険群所属者のうち、がん・がん疑いの者が５８人発見され、がん発見率は０．１０５％で、高危険

群所属者のがん発見率の方が約２．３倍高かった。

受診率は横這い状態であるが、要精検、精検受診、発見がん共に実数、率が増加した。これは、同

委員会で、２００３年度版判定基準の使用に向けて「Ｘ線検査Ｄ判定の中でがんの疑いを否定しえない者

はＥ判定とするように」という話しを受けての結果と思われる。

また、一次検診を病院、診療所で受診された人の要精検率、精検受診率が平成１４年度より増加して

いる要因としては、医療機関検診が大半を占める鳥取市の改善が大きいと思われる。

しかし、精検未受診者が全体で１５１人もいる。精検未受診者となっていても、実際には精検を受診

し、何らかの理由で結果の把握ができていない者もあるのではないかという意見があり、市町村の保

健師にお願いして、結果収集をして頂きたいという要望があった。また、５４歳以下の精検受診率が低

率であること、また、８０歳以上からもがんが多く発見されているのに、精検受診率が低いので、受診

勧奨を行うこととなった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）平成１５年度は原発性肺癌６５例（発見率１０万対１０２）、転移性肺腫瘍４例、合計６９例で過去最高で

あった。

（１） 胸部Ｘ線のみの発見肺がんの割合は６２例（９５．４％）と引き続き高い傾向が続いている。内訳

はＥ発見が４４／６２（約７１％）と高率であった。最近の傾向であるが、喀痰検査のみの発見がんは

減少しており、平成１５年度は１例であった。

（２） 平成１５年度は平均年齢７４．７歳で、例年に比べ高齢者が多く、手術が出来ない症例が多かった。

また、近年は女性肺癌が増加傾向であったが、平成１５年度は男性の癌が増えている。

２１



扁平上皮癌が少し増えている。

（３） 手術症例の割合は５０．８％と減少したが、手術症例のうち絶対的、相対的治癒手術は９０．９％を

占めていた。

（４） 腫瘍径は平均３８．７�で昨年度より大きながんが見つかっている。その中でも、１４５�と大きな

ものが見つかっており、胸部Ｘ線Ｄ判定で、初回受診者であった。手術は施行されている。

２）昭和６２年から平成１５年までの原発性肺癌は６０９例（発見率１０万対５９）であった。診断方法は胸Ｘ５１９

例（８５．２％）、細胞診５１例（８．４％）、両者３８例（６．２％）である。最近の特徴として細胞診からの肺

癌発見が少なくなってきている。平均年齢７１．４歳、男：女＝３９１：２１８で、最近の女性肺癌の増加が

著しい。３４３例（５６．３％）に手術が行われた。

手術有無別の累積生存率、術後病期別（新分類）の累積生存率は次頁の図に示す。全症例（６０９

例）の５生率３７．８％、１０生率２１．１％であり、手術例の５生率５９．５％、１０生率３５．５％である。そして

手術例の１Ａ期（１５８例）の５生率は８１．２％、１０生率は５８．６％と良好な結果を示している。

鳥取県の場合、前年度検診受診者と前年度検診を受診していない者の予後を比較してみると大差が

ないことがわかった。原因を考えてみると、鳥取県の場合、前年度検診受診者の中には、実際にはＸ

線Ｅ判定者とすべき症例があり、進行した予後不良症例が多いのではないか。また、喀痰検査Ｄ、Ｅ

判定から早期の肺がんが多く見つかっているのに、近年、喀痰検査実施割合が減少している。特に、

高危険群所属者の喀痰実施率が非常に低いことがあげられる。
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １７２，６６７ １７７，８１５ １７５，８１８ １７４，４５３ １７７，１９８ １７８，７６２

受 診 者 数（人） ６４，５４０ ６４，８４５ ６２，８３７ ６２，６３１ ６３，６１６ ６３，６４９

受 診 率（％） ３７．４ ３６．５ ３５．７ ３５．９ ３５．９ ３５．６

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ６４，４０３ ６４，６７６ ６２，５２６ ６２，４１５ ６３，２７３ ６３，００９

要 精 検 者 数（人） １３７ １６９ ３１１ ２１６ ３４３ ６４０

要 精 検 率（％） ０．２１ ０．２６ ０．４９ ０．３４ ０．５４ １．０１

精 密 検 査
受 診 者 数（人） １１１ １４２ ２４２ １５２ ２７１ ４８９

受 診 率（％） ８１．０ ８４．０ ７７．８ ７０．４ ７９．０ ７６．４

精密検査結果

肺がん又はがんの
疑いのある者 （人） ４８ ５８ ５９ ４３ ５９ ７８

肺がん発見率（％） ０．０７ ０．０９ ０．０９ ０．０７ ０．０９ ０．１２

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） ４７（４０） ４８（４１） ４８（４２） ３７（３０） ５４（４８） ６９（６５）

確 定 が ん 率（％） ０．０７ ０．０７ ０．０８ ０．０６ ０．０８ ０．１１

※確定がん数の（ ）の数字は原発性肺癌です。
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（２） 平成１５年度肺がん検診検査結果（検診機関別）

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

対象者数

（人）

Ｘ 線 検 査 Ｘ 線 フ ィ ル ム 読 影 結 果

Ｘ線検査

受診者数

受診率

（％）

経年受診

者数再掲

経年受診

者数割合

（％）

異常認めず
要精検

者 数

要精検率

（％）

Ｘ線検査受診

者中高危険群

所 属 者 数

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３，６８１ ６，３４４ ６６８ １，６１１１８．２２５．４ ３７０ ９３２５５．４５７．９ ６６５ １，６０４ ３ ７ ０．４５０．４３ ９ ８

４５～４９ ４，８４４ ７，３９５ ８８９ １，８９２１８．４２５．６ ５８２ １，２９６６５．５６８．５ ８８３ １，８７８ ６ １４ ０．６７０．７４ １０ ９

５０～５４ ６，８５８ １０，２６８ １，３７６ ３，０８５２０．１３０．０ ９３８ ２，１８２６８．２７０．７ １，３６５ ３，０６２ １１ ２３ ０．８００．７５ ６４１ ４９

５５～５９ ６，７９９ １０，４１９ １，６４８ ４，０１４２４．２３８．５ １，１０３ ２，９０２６６．９７２．３ １，６３２ ３，９９０ １６ ２４ ０．９７０．６０ ７７８ ６１

６０～６４ ９，３２２ １３，５１５ ２，７２４ ５，４５１２９．２４０．３ １，８８４ ４，１２４６９．２７５．７ ２，６９８ ５，４１６ ２６ ３５ ０．９５０．６４１，１２３ ８２

６５～６９１０，８８０ １５，６７６ ４，０３４ ６，９４９３７．１４４．３ ３，１２８ ５，５０４７７．５７９．２ ３，９８３ ６，８８４ ５１ ６５ １．２６０．９４１，４７３ ９８

７０～７４１１，０２９ １５，８９５ ４，９６３ ７，４２２４５．０４６．７ ３，９６５ ５，８４４７９．９７８．７ ４，９０６ ７，３６１ ５７ ６１ １．１５０．８２１，８２８ ７８

７５～７９ ８，２９６ １３，５３５ ３，８７８ ５，９０２４６．８４３．６ ３，１９１ ４，７７６８２．３８０．９ ３，８２８ ５，８３７ ５０ ６５ １．２９１．１０１，３０８ ６５

８０歳以上 ７，１５７ １６，８４９ ２，５９３ ４，５５０３６．２２７．０ ２，１２３ ３，５３１８１．９７７．６ ２，５３６ ４，４８１ ５７ ６９ ２．２０１．５２ ７７８ ４５

計 ６８，８６６ １０９，８９６ ２２，７７３４０，８７６３３．１３７．２１７，２８４３１，０９１７５．９７６．１２２，４９６４０，５１３２７７ ３６３ １．２２０．８９７，９４８ ４９５

合 計 １７８，７６２ ６３，６４９ ３５．６ ４８，３７５ ７６．０ ６３，００９ ６４０ １．０１ ８，４４３

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

喀 痰 細 胞 診 結 果
要精検率（％）

精検不要 要精検者数

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ７３ ３０ ７３ ３０ ０ ０ ０．００ ０．００

４５～４９ １２８ ２１ １２８ ２１ ０ ０ ０．００ ０．００

５０～５４ ２６５ ６０ ２６５ ６０ ０ ０ ０．００ ０．００

５５～５９ ３７５ １０１ ３７４ １０１ １ ０ ０．２７ ０．００

６０～６４ ５５５ １７１ ５５４ １７１ １ ０ ０．１８ ０．００

６５～６９ ７９９ １９４ ７９９ １９４ ０ ０ ０．００ ０．００

７０～７４ １，０１３ １４４ １，０１０ １４４ ３ ０ ０．３０ ０．００

７５～７９ ７７０ １０２ ７６９ １０２ １ ０ ０．１３ ０．００

８０歳以上 ３３０ ５１ ３２８ ５１ ２ ０ ０．６１ ０．００

計 ４，３０８ ８７４ ４，３００ ８７４ ８ ０ ０．１９ ０．００

合 計 ５，１８２ ５，１７４ ８ ０．１５

２４



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

年 齢

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １７，５７５ ３１，４８１ １４８ １７９ １７，４２７ ３１，３０２ ０．８４ ０．５７

中 国 労 働
衛 生 協 会 ３３６ ５５９ ７ ９ ３２９ ５５０ ２．０８ １．６１

病 院 ２，２３５ ３，８７５ ６９ ７７ ２，１６６ ３，７９８ ３．０９ １．９９

診 療 所 ２，６２７ ４，９６１ ５３ ９８ ２，５７４ ４，８６３ ２．０２ １．９８

計 ２２，７７３ ４０，８７６ ２７７ ３６３ ２２，４９６ ４０，５１３ １．２２ ０．８９

合 計 ６３，６４９ ６４０ ６３，００９ １．０１

ｂ．精密検査結果

年 齢

要精検者数

（人）

精密検査受

診者数（人）

精密検査受

診率 （％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見

率 （％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 １４８ １７９ １１９ １４５ ８０．４ ８１．０ ５７ ８５ ２８ ４２ ７ ５ ２７ １３ ０．１９３０．０５７

中 国 労 働
衛 生 協 会 ７ ９ ６ ８ ８５．７ ８８．９ ２ ３ ２ ４ １ １ １ ０ ０．５９５０．１７９

病 院 ６９ ７７ ４７ ５４ ６８．１ ７０．１ １８ ３０ ２３ ２１ １ ２ ５ １ ０．２６８０．０７７

診 療 所 ５３ ９８ ４２ ６８ ７９．２ ６９．４ １５ ２７ １９ ３５ ０ ３ ８ ３ ０．３０５０．１２１

計 ２７７ ３６３ ２１４ ２７５ ７７．３ ７５．８ ９２ １４５ ７２ １０２ ９ １１ ４１ １７ ０．２２００．０６８

合 計 ６４０ ４８９ ７６．４ ２３７ １７４ ２０ ５８ ０．１２３

２）精密検査結果（年齢階級別）

年齢

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）異常認めず その他の疾病 肺がん疑い 肺がん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３ ７ ３ ４ １００．０ ５７．１ ３ ３ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

４５～４９ ６ １４ ３ ９ ５０．０ ６４．３ ３ ６ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００

５０～５４ １１ ２３ ４ ２１ ３６．４ ９１．３ ２ １５ ２ ５ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．０３２

５５～５９ １６（１） ２４ １１ １７ ６８．８ ７０．８ ５ １０ ４ ７ １ ０ １ ０ ０．１２１ ０．０００

６０～６４ ２６（１） ３５ １９ ２９ ７３．１ ８２．９ １１ １６ ６ １１ ０ １ ２ １ ０．０７３ ０．０３７

６５～６９ ５１ ６５ ４５ ４９ ８８．２ ７５．４ ２０ ２４ １７ １８ ２ ２ ６ ５ ０．１９８ ０．１０１

７０～７４ ５７（３） ６１ ４６ ５０ ８０．７ ８２．０ ２１ ２５ １７ １９ １ ２ ７ ４ ０．１６１ ０．０８１

７５～７９ ５０（１） ６５ ４４ ４６ ８８．０ ７０．８ １１ ２０ １５ ２１ ４ ４ １４ １ ０．４６４ ０．０８５

８０歳以上 ５７（２） ６９ ３９ ５０ ６８．４ ７２．５ １６ ２６ １１ １７ １ ２ １１ ５ ０．４６３ ０．１５４

計 ２７７（８） ３６３ ２１４ ２７５ ７７．３ ７５．８ ９２ １４５ ７２ １０２ ９ １１ ４１１７ ０．２２０ ０．０６８

合 計 ６４０（８） ４８９ ７６．４ ２３７ １７４ ２０ ５８ ０．１２３

（ ）はＸ線検査と喀痰細胞診検査結果が両者とも要精検
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．０
８

６
５４
．５

２
１

０
３

４
０
．２
９３

青
谷
町

３
，１
６２

１
，３
１１

２９
９

１
，６
１０
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０
３

４
０
．１
８６

羽
合
町

１
，５
５０

１
，２
７９

５５
１
，３
３４

８６
．１

６
５

１１
０
．８
２

８
７２
．７

６
１

０
１

２
０
．０
７５

泊
村

１
，０
０６

４２
３

１５
２

５７
５

５７
．２

６
３

９
１
．５
７

９
１０
０
．０

４
４

１
０

５
０
．１
７４

東
郷
町

２
，５
４４

１
，７
２８

４８
１
，７
７６

６９
．８

２３
１

２４
１
．３
５

２３
９５
．８

１２
７

２
２

１１
０
．２
２５

三
朝
町

２
，０
８１

１
，６
９４

１
，６
９４

８１
．４

１２
１２

０
．７
１

８
６６
．７

５
１

０
２

３
０
．１
１８

関
金
町

１
，９
４３

９８
１

９８
１

５０
．５

３
３

０
．３
１

３
１０
０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

北
条
町

２
，１
５５

１
，３
３６

２１
３

１
，５
４９

７１
．９

２４
１４

３８
２
．４
５

２０
５２
．６

１６
２

１
１

４
０
．１
２９

大
栄
町

２
，６
４５

２
，２
５６

２
，２
５６

８５
．３

２０
２０

０
．８
９

１６
８０
．０

４
１０

０
２

１２
０
．０
８９

東
伯
町

４
，８
８２

３
，１
３７

３
，１
３７

６４
．３

５
５

０
．１
６

４
８０
．０

２
０

０
２

２
０
．０
６４

赤
碕
町

２
，９
１０

２
，２
２０

２１
２
，２
４１

７７
．０

１７
１７

０
．７
６

１５
８８
．２

１０
４

１
０

５
０
．０
４５

西
伯
町

１
，７
９２

９６
３

９６
３

５３
．７

２５
２５

２
．６
０

１５
６０
．０

８
５

０
２

７
０
．２
０８

会
見
町

１
，０
５７

７４
４

７４
４

７０
．４

１
１

０
．１
３

０
０
．０

０
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
３５

１
，４
３７

１
，４
３７

６１
．５

３
３

０
．２
１

３
１０
０
．０

０
２

１
０

３
０
．０
７０

日
吉
津
村

５８
９

４０
７

４０
７

６９
．１

３
３

０
．７
４

３
１０
０
．０

２
０

１
０

１
０
．２
４６

淀
江
町

３
，４
１６

２
，１
５４

２
，１
５４

６３
．１

２０
２０

０
．９
３

１７
８５
．０

１０
２

１
４

７
０
．２
３２

大
山
町

２
，２
６５

１
，７
６８

５４
１
，８
２２

８０
．４

３
３

６
０
．３
３

６
１０
０
．０

６
０

０
０

０
０
．０
００

名
和
町

３
，６
９９

１
，２
５３

１
，２
５３

３３
．９

１３
１３

１
．０
４

１１
８４
．６

７
２

０
２

４
０
．１
６０

中
山
町

２
，１
３５

１
，５
８１

１
，５
８１

７４
．１

８
８

０
．５
１

７
８７
．５

５
２

０
０

２
０
．０
００

日
南
町

２
，５
１５

１
，３
９４

１
，３
９４

５５
．４

５
５

０
．３
６

５
１０
０
．０

０
４

０
１

５
０
．０
７２

日
野
町

１
，４
３７

６６
９

６６
９

４６
．６

０
０

０
．０
０

０
０
．０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，０
６８

８９
５

８９
５

８３
．８

１６
１６

１
．７
９

１４
８７
．５

５
６

２
１

９
０
．３
３５

溝
口
町

１
，２
３０

８４
８

８４
８

６８
．９

５
５

０
．５
９

４
８０
．０

４
０

０
０

０
０
．０
００

合
計
１７
８
，７
６２

４９
，９
５１

１３
，６
９８

６３
，６
４９

３５
．６

３４
３

２９
７

６４
０

１
．０
１

４８
９

７６
．４

２３
７

１７
４

２０
５８

２５
２

０
．１
２３

２６



（３） 平成１５年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性６０９、転移性８４） ６９３例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、その他５） １１例

他の良性疾患 ２３例

総計 ７２７例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８

転移性肺癌 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 合計

原発性肺癌 ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ６０９

転移性肺癌 ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ４ ８４

合 計 ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６９ ６９３

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ１５年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２２１例 !
"
#
５１９例（８５．２％）

Ｄのみ １８例 !
"
#

６２例（９５．４％）
Ｅのみ ２９８例 Ｅのみ ４４例

細 胞 診 Ｄのみ １８例 !
"
#

５１例（ ８．４％）
Ｄのみ ０例 !

"
#

１例（ １．５％）
Ｅのみ ３３例 Ｅのみ １例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 !
"
"
"
"
"
#

３８例（ ６．２％）

Ｄ＋Ｄ ０例 !
"
"
"
"
"
#

２例（ ３．１％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ４例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １６例 Ｅ＋Ｅ ２例

不明 １例 １例（ ０．２％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ６０９例（１００ ％） 計 ６５例

２７



３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者（人） 要精検者（人） 精検受診者（人） 肺癌発見者（人） 発見者（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５
（４．５４％）

６５２
（８７．５％）

６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５
（０．１７％）

６０
（９２．３％）

２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７
（０．２２％）

１０７
（９１．５％）

１８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３
（０．２２％）

１３２
（８６．３％）

３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５
（０．１４％）

８９
（９３．７％）

３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３
（０．１９％）

１１１
（８３．５％）

３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３
（０．１９％）

９８
（７２．９％）

４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３
（０．１６％）

８９
（８６．４％）

２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２
（０．２５％）

１３５
（８３．３％）

３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１４
（０．１８％）

９１
（７９．８％）

３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２
（０．２３％）

１２３
（８０．９％）

５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３７
（０．２１％）

１１１
（８１．０％）

４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９
（０．２６％）

１４２
（８４．０％）

４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１
（０．４９％）

２４２
（７７．８％）

４２ ６７

Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６
（０．３４％）

１５２
（７０．４％）

３０ ４８

Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３
（０．５４％）

２７１
（７９．０％）

４８ ７５

Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０
（１．０１％）

４８９
（７６．４％）

６５ １０２

計 １，０２９，７５８ ３，７８８
（０．３７％）

３，０９４
（８１．７％）

６０９ ５９

４）原発性肺癌（６０９例）

ａ．年齢・性別 〔Ｈ１５年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）
～５９歳 ４５例 ７．４ ５０～５９歳 ２例 ３．１

６０～６９歳 ２０４ ３３．５ ６０～６９歳 １４ ２１．５
７０～７９歳 ２６９ ４４．２ ７０～７９歳 ３２ ４９．２
８０～ ９１ １４．９ ８０～ １７ ２６．２
計 ６０９ １００．０ 計 ６５ １００．０

平均年齢＝７１．４
男：女＝３９１例：２１８例

平均年齢＝７４．７
男：女＝４４例：２１例

ｂ．原発性肺癌の臨床病期と組織型

（a） 病期分類 〔Ｈ１５年度集計〕

臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
�A ２１２（３４．８） �A １８（２７．７）
�B ９６ �B ９
�A ２２ �A ５
�B ４５ �B ７
�A ９３ �A １０
�B ４０ �B ９
� ７５ � ７
不明 ２４ 不明 ０
計 ６０９ 計 ６５

２８



（b） 組織型 〔Ｈ１５年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １９６例 扁平上皮癌 １６例

腺 癌 ３１０（５０．９） 腺 癌 ３３（５０．８）

大 細 胞 癌 １０ 大 細 胞 癌 ２

小 細 胞 癌 ３８ 小 細 胞 癌 ５

腺扁平上皮癌 ５ 腺扁平上皮癌 １

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ４９ 不 明 ８

計 ６０９ 計 ６５

ｃ．原発性肺癌の手術症例（３４３例、手

術率：５６．３％）

（a） 臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例

�A １７６（５１．３） �A １５６（４５．５）

�B ７０ �B ６９

�A １１ �A １４

�B ２３ �B ２８

�A ４９ �A ５１

�B ９ �B １５

� ３ � １０

計 ３４３ 計 ３４３

〔Ｈ１５年度集計〕

原発性肺癌ノ手術症例

（３３例、手術率：５０．８％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ０例 ０ccult ０例

�A １６（４８．５） �A １５（４５．５）

�B ７ �B ８

�A ３ �A ２

�B ５ �B ４

�A ２ �A ３

�B ０ �B １

� ０ � ０

計 ３３ 計 ３３

（b） 組織型分類 〔１５年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １０３例 扁平上皮癌 ７例

腺 癌 ２１７（６３．３） 腺 癌 ２３（６４．７）

大 細 胞 癌 ９ 大 細 胞 癌 １

小 細 胞 癌 ６ 小 細 胞 癌 １

腺扁平上皮癌 ６ 腺扁平上皮癌 １

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 １ 不 明 ０

計 ３４３ 計 ３３

（c） 根治度 〔平成１５年度集計〕

根治度分類 （％） 根治度分類 （％）

絶対的治癒手術 ２５３例（７３．８）!
"
#
３０２（８８．０％）

絶対的治癒手術 ２５例（７５．８） !
"
#
３０（９０．９％）

相対的治癒手術 ４９ 相対的治癒手術 ５

相対的非治癒手術 １８ 相対的非治癒手術 ２

絶対的非治癒手術 １９ 絶対的非治癒手術 １

不 明 ４ 不 明 ０

計 ３４３ 計 ３３

２９



転移性肺腫瘍（84例）�

（65＋４例）�

原発性肺癌（609例）�
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―全症例（n＝609）―�
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5y：37.8％�

10y：21.1％�

100
（％）�

80

60

40

20

0

累
積
生
存
率
�

―性別―�

時間�
0 200180 （月）�140 16012010080604020

P＜0.0001男性�
（n＝391）�

女性�
（n＝218）�

5y：32.7％�

5y：47.0％�

10y：15.5％�

10y：34.1％�

ｄ．腫瘍径

腫瘍径

（�）

Ｈ１０年度

（％）

Ｈ１１年度

（％）

Ｈ１２年度

（％）

Ｈ１３年度

（％）

Ｈ１４年度

（％）

Ｈ１５年度

（％）

０～１０ １例 ２例 １例 ０例 ２例 １例

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７） １１（３６．７） １７（３５．４） １１

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２）

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５� ２８．８� ３８．７�

最高１４５�

５）転移性肺癌（８４例）

大腸ガン：２４例 腎 臓 癌：９例 甲状腺癌：９例 乳 癌：７例 肝 臓 癌：５例

前立腺癌：４例 胆のう癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：２例 肺 癌：２例

子 宮 癌：２例 尿 管 癌：２例 食 道 癌：２例 咽 頭 癌：１例 肛 門 癌：１例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 膵 臓 癌：１例 膀 胱 癌：１例

胆 管 癌：１例 不 明：３例

６）検診で発見された肺癌の推移 ７）検診で発見された原発性肺癌の推移

８）検診発見肺癌の予後
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９）検診発見転移性肺腫瘍の予後

３１



４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１５年度の対象者数（３０歳以上の女性のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握

している人数）は１２７，９４５人で、このうち受診者数は３１，５３９人（出張検診：１３，９２４人、施設検診：

１７，６１５人）で受診率は２４．７％であった。平成１２年度以降、受診者数、率ともに僅かながら増加傾向で

ある。受診率の全国平均が１２．９％なので、鳥取県は良好な数字であるが、さらなる受診率の向上を目

指す必要があると思われる。

要精検者数は１，１１５人（出張検診：１３９人、施設検診：９７６人）、要精検率は３．５４％で、精検受診者数

９８５人、精検受診率は８８．３％であった。平成１１年度より、一部の市町村でマンモグラフィ併用検診を

行っているところがあり、その影響か要精検率が僅かずつ増加傾向にある。また、精検受診率は平成

７年度以降減少傾向であったが、平成１４年度より６．５ポイントも増加し、近年では非常に高い結果で

あった。

精検の結果、乳がん又は乳がん疑いが４９人発見され、過去最高であった。がん発見率０．１５５％で

あった。

年代別にみると、要精検率は４０～４４歳、がん発見率は５０～５４歳がそれぞれ高かった。

陽性反応的中度（発見癌／精検受診者数）を見てみると、一次検診を病院で受診した人の要精検率

は７．２３％と高いが、陽性反応的中度２．３６と低い結果であった。

また、鳥取県腫瘍登録に乳がんとして届けられた中で、受診動機別集計を行ったところ、健康診断

（人間ドック）、検診で受診した人は１２．２％、有訴受診の人は５７．２％で、全部位での有訴受診が約４

割に対し高い傾向にあり、検診未受診者が多いと思われる。

平成１５年度は６町でマンモグラフィ併用検診が行われ、受診者数８１０人、要精検数５９人、要精検率

７．２８％、がん及びがん疑いは発見されなかった。また、岩美町はマンモグラフィ検診のみの実施で、

受診者数１４９人、要精検数９人、要精検率６．０４％、がん及びがん疑いは２人発見された。

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成１５年度の確定乳がんは４８例（両側乳癌１例）であった（マンモグラフィ検診のみで発見された

がん２例も含む）。平均年齢は５８．１歳と昨年とほぼ同じであった。非浸潤癌が９例発見されている。

温存手術例の割合が増加し、特に病期�では８０％以上であった。初回検診者の進行例が多い傾向は昨

年と同様であった。
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要精検率・がん発見率�

H.10 H.11 H.12 H.13 H.14

がん発見率� 要精検率�

2.03
2.23

2.57
2.80

3.54

2.89

0.10 0.08 0.10 0.13 0.14 0.16

H.15

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １２７，１１８ １２８，９４８ １２７，８１０ １２３，８９６ １２７，９４４ １２７，９４５

受 診 者 数（人） ３０，０８６ ２９，２３１ ２９，５３２ ２９，８４０ ３１，１０５ ３１，５３９

受 診 率（％） ２３．７ ２２．７ ２３．１ ２４．１ ２４．３ ２４．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ２９，４７６ ２８，５７８ ２８，７７４ ２９，００３ ３０，２０７ ３０，４２４

要 精 検 者 数（人） ６１０ ６５３ ７５８ ８３７ ８９８ １，１１５

要 精 検 率（％） ２．０３ ２．２３ ２．５７ ２．８０ ２．８９ ３．５４

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ４９８ ５５０ ６３５ ６９２ ７３５ ９８５

受 診 率（％） ８１．６ ８４．２ ８３．８ ８２．７ ８１．８ ８８．３

精密検査結果
乳がん又はがんの疑
いのある者 （人） ２９ ２４ ２９ ３８ ４２ ４９

乳がん発見率（％） ０．１０ ０．０８ ０．１０ ０．１３ ０．１４ ０．１６

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） ２８ ２４ ２９ ３２ ４１ ４６

確 定 が ん 率（％） ０．０９ ０．０８ ０．１０ ０．１１ ０．１３ ０．１５

（２） 平成１５年度乳がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢 一 次 検 診
受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

３０～３４ １，５７３ ８５ １，４８８ ５．４０

３５～３９ １，７４１ １０２ １，６３９ ５．８６

４０～４４ ２，２８３ １５１ ２，１３２ ６．６１

４５～４９ ２，５２８ １４１ ２，３８７ ５．５８

５０～５４ ３，２１０ １４７ ３，０６３ ４．５８

５５～５９ ３，７３２ ９７ ３，６３５ ２．６０

６０～６４ ４，２８８ １１８ ４，１７０ ２．７５

６５～６９ ４，７４８ １２６ ４，６２２ ２．６５

７０～７４ ４，１７３ ８１ ４，０９２ １．９４

７５～７９ ２，３９３ ４７ ２，３４６ １．９６

８０歳以上 ８７０ ２０ ８５０ ２．３０

計 ３１，５３９ １，１１５ ３０，４２４ ３．５４
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２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

３０ ～ ３４ ７５ ８８．２ ２３ ５１ ０ １ ０．０６４

３５ ～ ３９ ８４ ８２．４ ２５ ５６ １ ２ ０．１７２

４０ ～ ４４ １２４ ８２．１ ２９ ９３ ０ ２ ０．０８８

４５ ～ ４９ １２６ ８９．４ ３０ ８９ １ ６ ０．２７７

５０ ～ ５４ １３２ ８９．８ ４５ ７７ ２ ８ ０．３１２

５５ ～ ５９ ８７ ８９．７ ３３ ４９ ０ ５ ０．１３４

６０ ～ ６４ １０６ ８９．８ ５４ ４８ ０ ４ ０．０９３

６５ ～ ６９ １１８ ９３．７ ５７ ５４ １ ６ ０．１４７

７０ ～ ７４ ７５ ９２．６ ４２ ２９ １ ３ ０．０９６

７５ ～ ７９ ４１ ８７．２ ２３ １４ ０ ４ ０．１６７

８０歳 以 上 １７ ８５．０ ９ ６ ０ ２ ０．２３０

計 ９８５ ８８．３ ３７０ ５６６ ６ ４３ ０．１５５

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一 次 検 診

受 診 者 数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

医 師 雇 上 ２，８７９ ６４ ２，８１５ ２．２２

保健事業団 １１，０４５ ７５ １０，９７０ ０．６８

病 院 ８，５３６ ６１７ ７，９１９ ７．２３

診 療 所 ９，０７９ ３５９ ８，７２０ ３．９５

計 ３１，５３９ １，１１５ ３０，４２４ ３．５４

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査

受診者数（人）

精 密 検 査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん

発見率（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

医 師 雇 上 ５８ ９０．６ ３４ ２１ ０ ３ ０．１０４

保健事業団 ６４ ８５．３ ２３ ３６ ０ ５ ０．０４５

病 院 ５５２ ８９．５ ２２３ ３１３ ３ １３ ０．１８７

診 療 所 ３１１ ８６．６ ９０ １９６ ３ ２２ ０．２７５

計 ９８５ ８８．３ ３７０ ５６６ ６ ４３ ０．１５５
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０
０

１
０
．０
００

船
岡
町

１
，０
９４

４５
３

０
４５
３

４１
．４

１
０

１
０
．２
２

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

河
原
町

１
，９
８２

４１
７

１６
５

５８
２

２９
．４

０
１６

１６
２
．７
５

１２
７５
．０

８
４

０
０

４
０
．０
００

八
東
町

１
，７
８３

４４
６

０
４４
６

２５
．０

２
０

２
０
．４
５

２
１０
０
．０

０
２

０
１

３
０
．２
２４

若
桜
町

１
，４
０５

４４
３

０
４４
３

３１
．５

１４
０

１４
３
．１
６

１３
９２
．９

１０
２

０
０

２
０
．０
００

用
瀬
町

９１
５

９９
１２
５

２２
４

２４
．５

０
１３

１３
５
．８
０

１２
９２
．３

７
５

０
０

５
０
．０
００

佐
治
村

７４
４

３１
８

２
３２
０

４３
．０

３
０

３
０
．９
４

３
１０
０
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

智
頭
町

２
，０
３７

３
７３
０

７３
３

３６
．０

０
２６

２６
３
．５
５

２２
８４
．６

１４
８

０
０

８
０
．０
００

気
高
町

１
，４
２５

８０
６０
７

６８
７

４８
．２

０
２４

２４
３
．４
９

１９
７９
．２

１０
９

０
０

９
０
．０
００

鹿
野
町

１
，１
９７

１５
４

１６
７

３２
１

２６
．８

０
９

９
２
．８
０

８
８８
．９

３
５

０
０

５
０
．０
００

青
谷
町

２
，３
４４

３３
０

１２
４

４５
４

１９
．４

１
８

９
１
．９
８

９
１０
０
．０

５
４

０
０

４
０
．０
００

羽
合
町

１
，０
９９

２０
０

３１
３

５１
３

４６
．７

１
１８

１９
３
．７
０

１２
６３
．２

７
５

０
０

５
０
．０
００

泊
村

５７
３

１５
８

８４
２４
２

４２
．２

１
３

４
１
．６
５

４
１０
０
．０

３
０

０
１

１
０
．４
１３

東
郷
町

１
，２
８３

１９
８

１５
０

３４
８

２７
．１

０
２

２
０
．５
７

２
１０
０
．０

１
１

０
０

１
０
．０
００

三
朝
町

１
，３
１２

４７
６

４
４８
０

３６
．６

４
０

４
０
．８
３

３
７５
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

関
金
町

１
，３
７８

３９
３

０
３９
３

２８
．５

３
０

３
０
．７
６

２
６６
．７

０
１

０
１

２
０
．２
５４

北
条
町

１
，５
５９

４２
０

１２
８

５４
８

３５
．２

２
１９

２１
３
．８
３

１２
５７
．１

８
４

０
０

４
０
．０
００

大
栄
町

１
，６
５０

１
，０
２３

０
１
，０
２３

６２
．０

９
０

９
０
．８
８

９
１０
０
．０

５
４

０
０

４
０
．０
００

東
伯
町

３
，４
４３

９２
２

０
９２
２

２６
．８

１６
０

１６
１
．７
４

１６
１０
０
．０

６
１０

０
０

１０
０
．０
００

赤
碕
町

１
，９
２３

７３
９

１４
７５
３

３９
．２

５
０

５
０
．６
６

４
８０
．０

２
２

０
０

２
０
．０
００

西
伯
町

８６
６

０
４２
３

４２
３

４８
．８

０
１６

１６
３
．７
８

１６
１０
０
．０

７
９

０
０

９
０
．０
００

会
見
町

１
，０
４５

２７
１

２８
２９
９

２８
．６

１
２

３
１
．０
０

３
１０
０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
００

岸
本
町

１
，６
８０

４８
６

１７
１

６５
７

３９
．１

１
２０

２１
３
．２
０

１７
８１
．０

４
１３

０
０

１３
０
．０
００

日
吉
津
村

４６
８

１１
５

１０
２

２１
７

４６
．４

１
１０

１１
５
．０
７

１１
１０
０
．０

３
８

０
０

８
０
．０
００

淀
江
町

２
，８
２２

２０
１

４６
５

６６
６

２３
．６

１６
２２

３８
５
．７
１

３４
８９
．５

１４
２０

０
０

２０
０
．０
００

大
山
町

８１
９

４６
８

２６
４９
４

６０
．３

３
２

５
１
．０
１

５
１０
０
．０

０
３

０
２

５
０
．４
０５

名
和
町

２
，５
１４

１８
８

２７
４

４６
２

１８
．４

４
２１

２５
５
．４
１

１５
６０
．０

５
９

０
１

１０
０
．２
１６

中
山
町

７９
８

２６
６

５６
３２
２

４０
．４

０
４

４
１
．２
４

２
５０
．０

０
２

０
０

２
０
．０
００

日
南
町

１
，８
２７

５９
１

０
５９
１

３２
．３

５
０

５
０
．８
５

５
１０
０
．０

３
２

０
０

２
０
．０
００

日
野
町

９４
２

４５
１

４５
４９
６

５２
．７

０
２

２
０
．４
０

２
１０
０
．０

２
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

９４
９

３
４１
０

４１
３

４３
．５

０
２１

２１
５
．０
８

１９
９０
．５

１０
９

０
０

９
０
．０
００

溝
口
町

６２
０

３８
７

１１
３

５０
０

８０
．６

５
１３

１８
３
．６
０

１６
８８
．９

２
１４

０
０

１４
０
．０
００

合
計
１２
７
，９
４５

１３
，９
２４

１７
，６
１５

３１
，５
３９

２４
．７

１３
９

９７
６

１
，１
１５

３
．５
４

９８
５

８８
．３

３７
０

５６
６

６
４３

６１
５

０
．１
５５
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５）マンモグラフィ併用検診について

平成１５年度 マンモグラフィ併用検診実績

受診者数

（人）
（Ａ）

受診者の
比 率
（％）

要精検者

（人）
（Ｂ）

要精検率

（％）
（Ｃ）＝（Ｂ）／（Ａ）

がん及び
がん疑い
（人）
（Ｄ）

が ん
発 見 率
（％）

（Ｅ）＝（Ｄ）／（Ａ）

岩 美 町

視触診検査のみ ８４１ ８４．９％ ２ ０．２４％ １ ０．１２

マンモグラフィ検診のみ １４９ １５．１％ ９ ６．０４％ ２ １．３４

計 ９９０ １００．０％ １１ １．１１％ ３ ０．３０

用 瀬 町

視触診検査のみ １８４ ８２．１％ ７ ３．８０％ ０ ０．００

マンモグラフィ併用検診 ４０ １７．９％ ６ １５．００％ ０ ０．００

計 ２２４ １００．０％ １３ ５．８０％ ０ ０．００

智 頭 町

視触診検査のみ ３６８ ５０．２％ ４ １．０９％ ０ ０．００

マンモグラフィ併用検診 ３６５ ４９．８％ ２２ ６．０３％ ０ ０．００

計 ７３３ １００．０％ ２６ ３．５５％ ０ ０．００

西 伯 町

視触診検査のみ ２１０ ４９．６％ ４ １．９０％ ０ ０．００

マンモグラフィ併用検診 ２１３ ５０．４％ １２ ５．６３％ ０ ０．００

計 ４２３ １００．０％ １６ ３．７８％ ０ ０．００

日吉津村

視触診検査のみ １７９ ８２．５％ ７ ３．９１％ ０ ０．００

マンモグラフィ併用検診 ３８ １７．５％ ４ １０．５３％ ０ ０．００

計 ２１７ １００．０％ １１ ５．０７％ ０ ０．００

日 野 町

視触診検査のみ ４５５ ９１．７％ ０ ０．００％ ０ ０．００

マンモグラフィ併用検診 ４１ ８．３％ ２ ４．８８％ ０ ０．００

計 ４９６ １００．０％ ２ ０．４０％ ０ ０．００

溝 口 町

視触診検査のみ ３８７ ７７．４％ ５ １．２９％ ０ ０．００

マンモグラフィ併用検診 １１３ ２２．６％ １３ １１．５０％ ０ ０．００

計 ５００ １００．０％ １８ ３．６０％ ０ ０．００

合 計

視触診検査のみ ２，６２４ ７３．２％ ２９ １．１１％ １ ０．０４

マンモグラフィ検診のみ １４９ ４．２％ ９ ６．０４％ ２ １．３４

マンモグラフィ併用検診 ８１０ ２２．６％ ５９ ７．２８％ ０ ０．００

計 ３，５８３ １００．０％ ９７ ２．７１％ ３ ０．０８

（注） 江府町はマンモグラフィ併用検診について隔年実施としているため、平成１５年度は実績なし。（視触診のみ）
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（３） 平成１５年度検診発見乳がん患者確定調査結果

１）登録届け出数 ５１ ※（マンモグラフィ検診発見がん２名含む）

確定乳癌 ４８（両側乳癌１）

鳥取市 １３、米子市 ２３、倉吉市 １、境港市 ４

国府町 １、岩美町 ３、若桜町 １、泊村 １、関金町 １

大山町 ２、名和町 １

３）病期分類

組織型 非浸潤癌 ９

浸潤癌 ４０

不明 ２

４）手術術式

乳房切除術 １７

乳房温存術 ３２

２）年齢構成 平均年齢 ５８．１歳

３７
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５）検診歴

初回検診 ２６

繰り返し検診（１年） ２１

（２年以上）３

６）まとめ

１．平成１５年度検診発見確定乳癌は４８例であった。

２．平均年齢は５８．１歳と昨年とほぼ同じであった。

３．非浸潤癌が９例あり増加傾向であった。

４．温存術の割合が増加していた。特に病期�では８０％以上であった。

５．初回検診のほうが進行例が多い傾向は昨年と同様であった。

３８



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１５年度の対象者数（４０歳以上の者のうち職場等で受診の機会がない者として各市町村が把握し

ている人数）は１７９，２７４人で、このうち受診者数は５６，２１８人（地域検診：２６，５６５人、施設検診：２９，６５３

人）で、受診率は３１．４％で、要精検者数は５，１９４人（地域検診：１，８７９人、施設検診：３，３１５人）、要精

検率は９．２％、そのうち、精検受診者数は３，４４９人、精検受診率は６６．４％であった。精検の結果、大腸

がん１４９人、大腸がん疑い８人の合計１５７人が発見され、がん発見率は０．２８％であった。

受診者数、率ともに年々増加傾向にあり、平成１４年度に比べ要精検率０．９ポイント、精検受診率３．６

ポイント、がん発見率０．０２ポイント増加した。

特に、毎年、東部地区の精検受診率が低率であることが指摘されるが、平成１５年度の精検受診率は

前年度より６．８ポイントも増加し、このことが、がん発見者数２５人の増加、発見率０．１ポイント増加し

た要因と思われる。また、医療機関検診の精検受診率が前年度より５．２ポイントも増加した。

しかし、６０歳未満の男性の精検受診率が依然と低いので、受診勧奨を行っていく必要があると思わ

れる。

また、平成１５年度より一日２個法を導入したのは、２６市町村で、受診者数は４４，１０４人で、前年度の

同２６市町村実績に比べ受診者数が２，５７８人の増加、特に医療機関検診分の受診者数が増えている。採

便が簡単ということから受診者が増えていると思われる。検査の結果、要精検率は９．６％、精検受診

率６５．４％、がん発見率は０．２８８％であった。

同２６市町村の前年度の要精検率は８．５％、がん発見率は０．２６％であり、平成１５年度の１日２個法の

がん発見率が高かった。このデータについては、平成１６年５月に開催された「日本消化器集団検診学

会総会」のシンポジウムにおいて発表した。また、１日２個法の論文が日本消化器集団検診学会雑誌

に掲載された。

２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
平成１５年度に発見された大腸がん及び大腸がん疑い１５７例（地域検診：５９例、施設検診：９８例）に

ついて確定調査を行った結果、１４７例が確定癌で、そのうちの早期がんは９４例で、早期癌率は６３．９８％

で、平成１４年度全国集計とほぼ同様な結果であった。

部位別にみると「直腸」「Ｓ状結腸」で６１．９％を占め、早期癌では「Ip」「Isp」「Is」が、進行癌で

は「２」が大半を占めていた。平成１４年度全国平均とほぼ同様な結果であったが、「�c」が６．４％で、

全国平均１．７％に比べ少し多かった。

大きさは、１０�以下が２１．１％であった。EMRを施行し、大きさが記入していない症例が１１例も

あった。

Dukes分類は「Ａ」が７７．６％で全国集計に比べ９．１ポイントも高かった。組織型分類は「Well」が５８．５

％で、全国集計に比べ少し下回った。平成１４年度も同様の結果であり、病理診断の精度が気になる。

東部と西部では受診者数に大差はないのに、例年は西部から発見がんが多く見つかっている。しか

し、平成１５年度は東部でがんが多く見つかっており、特に早期癌が多い。これは、精検受診率の向上

が大きく関係していると思われる。また、治療方法では例年は東部の外科手術の実施割合が高く、西

部は内視鏡的治療が多く実施されているが、平成１５年度は逆の結果であった。

また、逐年検診発見進行大腸癌は２０例（東部７例、中部４例、西部９例）であった。２２例中１５例は

前年度の便潜血検査結果が陰性であったが、精検未受診者が３例、精密検査の結果、異常なしと診断

されたものが１例、経過観察のものが１例であった。
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（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 平成１０年度 平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 平成１５年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） １８２，６２９ １８１，６７７ １７９，９３３ １７５，１０３ １７７，２５４ １７９，２７４

受 診 者 数（人） ４９，３０２ ４９，５４４ ４９，６７１ ５１，２９５ ５３，３３６ ５６，２１８

受 診 率（％） ２７．０ ２７．３ ２７．６ ２９．３ ３０．１ ３１．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） ４４，６１２ ４５，０４６ ４５，１０８ ４７，１４１ ４８，９３１ ５１，０２４

要 精 検 者 数（人） ４，６９０ ４，４９８ ４，５６３ ４，１５４ ４，４０５ ５，１９４

要 精 検 率（％） ９．５ ９．１ ９．２ ８．１ ８．３ ９．２

精 密 検 査
受 診 者 数（人） ３，０１３ ２，９２０ ２，８５８ ２，５９３ ２，７６７ ３，４４９

受 診 率（％） ６４．２ ６４．９ ６２．６ ６２．４ ６２．８ ６６．４

精密検査結果
大腸がん又はがんの
疑いのある者（人） １５９ １４７ １２７ １２４ １３８ １５７

大腸がん発見率（％） ０．３２ ０．３０ ０．２６ ０．２４ ０．２６ ０．２８

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） １４７ １３８ １１７ １１８ １２７ １４７

確 定 が ん 率（％） ０．３０ ０．２８ ０．２４ ０．２３ ０．２４ ０．２６

（２） 平成１５年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階層別）

年 齢
対象者数（人） 一 次 検 診

受診者数（人） 受 診 率（％）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ４，２２６ ６，８０８ ７３２ １，４１１ １７．３ ２０．７ ４６ ８８ ６８６ １，３２３ ６．３ ６．２

４５～４９ ５，４８５ ７，８３８ ９４３ １，７２２ １７．２ ２２．０ ６７ １０５ ８７６ １，６１７ ７．１ ６．１

５０～５４ ７，５４８ １０，６７８ １，３７２ ２，８５２ １８．２ ２６．７ １０９ １７９ １，２６３ ２，６７３ ７．９ ６．３

５５～５９ ７，２７３ １０，５３２ １，６５５ ３，８５５ ２２．８ ３６．６ １６７ ２４３ １，４８８ ３，６１２ １０．１ ６．３

６０～６４ ９，３６５ １３，２６０ ２，６２２ ５，１１９ ２８．０ ３８．６ ２６５ ３５８ ２，３５７ ４，７６１ １０．１ ７．０

６５～６９ １０，７８９ １５，４８２ ３，８１２ ６，３７５ ３５．３ ４１．２ ４４６ ４８２ ３，３６６ ５，８９３ １１．７ ７．６

７０～７４ １０，８３０ １５，４３９ ４，４５７ ６，６３６ ４１．２ ４３．０ ５５７ ５５６ ３，９００ ６，０８０ １２．５ ８．４

７５～７９ ８，０２２ １２，８８５ ３，２６１ ４，７０３ ４０．７ ３６．５ ４１３ ４８１ ２，８４８ ４，２２２ １２．７ １０．２

８０歳以上 ６，７７９ １６，０３５ １，８４２ ２，８４９ ２７．２ １７．８ ２５１ ３８１ １，５９１ ２，４６８ １３．６ １３．４

計 ７０，３１７ １０８，９５７２０，６９６３５，５２２ ２９．４ ３２．６ ２，３２１ ２，８７３ １８，３７５３２，６４９ １１．２ ８．１

合 計 １７９，２７４ ５６，２１８ ３１．４ ５，１９４ ５１，０２４ ９．２

４０



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大 腸 が ん
発見率（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大 腸 が ん

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ２４ ５５ ５２．２ ６２．５ １２ ３３ １０ ２１ ０ ０ ２ １ ０．２７３ ０．０７１

４５～４９ ３７ ７１ ５５．２ ６７．６ １４ ３５ ２３ ３３ ０ ０ ０ ３ ０．０００ ０．１７４

５０～５４ ５０ １３１ ４５．９ ７３．２ １４ ７５ ３４ ５５ ０ ０ ２ １ ０．１４６ ０．０３５

５５～５９ ９８ １８２ ５８．７ ７４．９ ４４ ９５ ５０ ８５ ０ ０ ４ ２ ０．２４２ ０．０５２

６０～６４ １７１ ２６６ ６４．５ ７４．３ ５４ １３８ １０５ １１９ ０ ２ １２ ７ ０．４５８ ０．１７６

６５～６９ ２８７ ３５０ ６４．３ ７２．６ ８８ １８０ １７３ １５８ １ ２ ２５ １０ ０．６８２ ０．１８８

７０～７４ ３６４ ４１０ ６５．４ ７３．７ １０５ １９９ ２３７ １９６ １ １ ２１ １４ ０．４９４ ０．２２６

７５～７９ ２７６ ３３０ ６６．８ ６８．６ １０３ １４４ １６１ １７４ ０ ０ １２ １２ ０．３６８ ０．２５５

８０歳以上 １５０ １９７ ５９．８ ５１．７ ５１ ８０ ８９ １０５ ０ １ １０ １１ ０．５４３ ０．４２１

計 １，４５７ １，９９２ ６２．８ ６９．３ ４８５ ９７９ ８８２ ９４６ ２ ６ ８８ ６１ ０．４３５ ０．１８９

合 計 ３，４４９ ６６．４ １，４６４ １，８２８ ８ １４９ ０．２７９

３）検診機関別

ａ 一次検診結果

一次検診

機 関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ９，４３３ １４，９４１ ８６０ ８４５ ８，５７３ １４，０９６ ９．１ ５．７

フ ァ ル コ ３８５ ５５１ ３９ ４０ ３４６ ５１１ １０．１ ７．３

中 国 労 働
衛 生 協 会 ６８１ ５７４ ５３ ４２ ６２８ ５３２ ７．８ ７．３

病 院 ２，８６２ ４，９３８ ３６２ ４３７ ２，５００ ４，５０１ １２．６ ８．８

診 療 所 ７，３３５ １４，５１８ １，００７ １，５０９ ６，３２８ １３，００９ １３．７ １０．４

計 ２０，６９６ ３５，５２２ ２，３２１ ２，８７３ １８，３７５ ３２，６４９ １１．２ ８．１

合 計 ５６，２１８ ５，１９４ ５１，０２４ ９．２

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精 密 検 査
受診者数（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果

異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大 腸 が ん 大 腸 が ん
発見率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

保健事業団 ５６６ ６３４ ６５．８ ７５．０ １９８ ３３６ ３３４ ２７７ １ ０ ３３ ２１ ０．３６００．１４１

フ ァ ル コ ２５ ３６ ６４．１ ９０．０ ８ ２５ １５ １１ ０ ０ ２ ０ ０．５１９０．０００

中 国 労 働
衛 生 協 会 ３０ ３７ ５６．６ ８８．１ １３ ２０ １６ １５ ０ ０ １ ２ ０．１４７０．３４８

集団検診小計 ６２１ ７０７ ６５．２ ７６．３ ２１９ ３８１ ３６５ ３０３ １ ０ ３６ ２３ ０．３５２０．１４３

病 院 ２１７ ２７９ ５９．９ ６３．８ ７３ １３４ １３０ １３６ ０ ０ １４ ９ ０．４８９０．１８２

診 療 所 ６１８１，００７ ６１．４ ６６．７ １９３ ４６４ ３８６ ５０８ １ ６ ３８ ２９ ０．５３２０．２４１

医療機関小計 ８３５１，２８６ ６１．０ ６６．１ ２６６ ５９８ ５１６ ６４４ １ ６ ５２ ３８ ０．５２００．２２６

計 １，４５６１，９９３ ６２．７ ６９．４ ４８５ ９７９ ８８１ ９４７ ２ ６ ８８ ６１ ０．４３５０．１８９

合 計 ３，４４９ ６６．４ １，４６４ １，８２８ ８ １４９ ０．２７９
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．０

１１
０

７
１１
７

７
．５

７０
５９
．８

３３
３６

１
３７

０
．０
６４

○
船
岡
町

１
，４
３１

７６
５

７６
５

５３
．５

３２
３２

４
．２

２２
６８
．８

５
１６

１
１７

０
．１
３１

○
河
原
町

２
，９
０１

８８
３

２１
２

１
，０
９５

３７
．７

６２
１８

８０
７
．３

５１
６３
．８

２５
２３

３
２６

０
．２
７４

○
八
東
町

２
，６
８０

９３
２

９３
２

３４
．８

５３
５３

５
．７

３９
７３
．６

２０
１８

１
１９

０
．１
０７

○
若
桜
町

１
，４
５１

５７
８

３０
２

８８
０

６０
．６

３６
３４

７０
８
．０

５７
８１
．４

２０
３７

３７
０
．０
００

○
用
瀬
町

２
，４
５１

５３
４

３７
５７
１

２３
．３

３１
１

３２
５
．６

２２
６８
．８

９
９

４
１３

０
．７
０１

佐
治
村

１
，１
７１

３６
８

１７
４

５４
２

４６
．３

２８
１６

４４
８
．１

２８
６３
．６

１４
１３

１
１４

０
．１
８５

智
頭
町

３
，０
４４

８４
９

３５
５

１
，２
０４

３９
．６

５６
４３

９９
８
．２

７３
７３
．７

２８
４４

１
４５

０
．０
８３

○
気
高
町

２
，１
２３

６３
１
，０
６９

１
，１
３２

５３
．３

７
１０
５

１１
２

９
．９

８２
７３
．２

３８
４１

３
４４

０
．２
６５

○
鹿
野
町

１
，７
２１

９１
５２
０

６１
１

３５
．５

８
６２

７０
１１
．５

２９
４１
．４

１６
１０

３
１３

０
．４
９１

○
青
谷
町

３
，１
６２

９４
７

２９
７

１
，２
４４

３９
．３

８４
３０

１１
４

９
．２

８７
７６
．３

３８
４１

８
４９

０
．６
４３

○
羽
合
町

１
，１
６３

６９
３

５５
７４
８

６４
．３

５６
７

６３
８
．４

４１
６５
．１

１８
２１

２
２３

０
．２
６７

○
泊

村
１
，０
０７

２１
４

１５
１

３６
５

３６
．２

３２
２９

６１
１６
．７

４７
７７
．０

２８
１９

１９
０
．０
００

東
郷
町

２
，０
７４

５３
７

５８
５９
５

２８
．７

６０
９

６９
１１
．６

４３
６２
．３

２１
１８

４
２２

０
．６
７２

○
三
朝
町

２
，０
６５

８６
９

８６
９

４２
．１

４４
４４

５
．１

３０
６８
．２

１２
１７

１
１８

０
．１
１５

関
金
町

１
，９
２９

４７
１

４７
１

２４
．４

３９
３９

８
．３

２７
６９
．２

１６
８

３
１１

０
．６
３７

北
条
町

２
，２
７３

５６
６

２０
２

７６
８

３３
．８

４２
２４

６６
８
．６

３４
５１
．５

１２
２０

２
２２

０
．２
６０

大
栄
町

２
，６
８４

１
，６
７５

１
，６
７５

６２
．４

１２
２

１２
２

７
．３

９５
７７
．９

５６
３４

５
３９

０
．２
９９

東
伯
町

５
，２
７７

１
，２
９３

１
，２
９３

２４
．５

１１
５

１１
５

８
．９

９５
８２
．６

４２
５０

３
５３

０
．２
３２

赤
碕
町

２
，７
３９

７２
２

２０
７４
２

２７
．１

５０
２

５２
７
．０

４１
７８
．８

１７
２２

２
２４

０
．２
７０

○
西
伯
町

１
，３
５６

５４
８１
０

８６
４

６３
．７

４
１０
０

１０
４

１２
．０

４４
４２
．３

２６
１４

１
３

１８
０
．４
６３

○
会
見
町

１
，７
３２

３７
１

３７
１

２１
．４

２１
２１

５
．７

１３
６１
．９

７
６

６
０
．０
００

岸
本
町

２
，３
３５

７７
７

７７
７

３３
．３

４２
４２

５
．４

３２
７６
．２

１１
１８

３
２１

０
．３
８６

○
日
吉
津
村

６２
０

４０
２

４０
２

６４
．８

１６
１６

４
．０

８
５０
．０

３
５

５
０
．０
００

○
淀
江
町

４
，１
５８

９３
７

１４
３

１
，０
８０

２６
．０

７９
３２

１１
１

１０
．３

８２
７３
．９

４７
３３

２
３５

０
．１
８５

大
山
町

１
，０
７５

６０
７

５２
６５
９

６１
．３

３６
７

４３
６
．５

２８
６５
．１

１２
１６

１６
０
．０
００

○
名
和
町

３
，８
５７

９３
０

９３
０

２４
．１

４８
４８

５
．２

２６
５４
．２

９
１７

１７
０
．０
００

○
中
山
町

１
，３
９３

４９
０

１１
３

６０
３

４３
．３

２５
１１

３６
６
．０

２０
５５
．６

９
１１

１１
０
．０
００

○
日
南
町

３
，１
５１

１
，０
８２

１０
６

１
，１
８８

３７
．７

４８
１０

５８
４
．９

３８
６５
．５

２１
１３

１
３

１７
０
．３
３７

日
野
町

１
，４
３７

５７
５

５７
５

４０
．０

４４
４４

７
．７

２８
６３
．６

１６
１１

１
１２

０
．１
７４

○
江
府
町

１
，２
００

６７
３

６７
３

５６
．１

４３
４３

６
．４

３６
８３
．７

１６
１８

２
２０

０
．２
９７

溝
口
町

１
，０
７５

７３
５

７３
５

６８
．４

４９
４９

６
．７

３８
７７
．６

２１
１６

１
１７

０
．１
３６

合
計
１７
９
，２
７４

２６
，５
６５

２９
，６
５３

５６
，２
１８

３１
．４

１
，８
７９

３
，３
１５

５
，１
９４

９
．２

３
，４
４９

６６
．４

１
，４
６４

１
，８
２８

８
１４
９

１
，９
８５

０
．２
７９

４２



平
成
１４
年
度
実
績
と
の
比
較

■
全
体

１
日
２
個
法
に

変
更
し
た
市
町
村

２
日
法
を
継
続

し
た
市
町
村

実
施
市
町
村
数

２６
１３

受 診 率

Ｈ
１５

３１
．５

３０
．９

Ｈ
１４

３０
．１

３０
．０

増
減

１
．４

０
．９

検 率

要 精

Ｈ
１５

９
．６

８
．０

Ｈ
１４

８
．５

７
．４

増
減

１
．１

０
．６

受 診 率

精 検

Ｈ
１５

６５
．４

７０
．７

Ｈ
１４

６１
．４

６８
．４

増
減

４
．０

２
．３

発 見 率

が ん

Ｈ
１５

０
．２
８８

０
．２
４８

Ｈ
１４

０
．２
６０

０
．２
５４

増
減

０
．０
２８

－
０
．０
０６

※
Ｈ
１４
は
と
も
に
２
日
法
に
よ
る
。

■
医
療
機
関
検
診

■
集
団
検
診

１
日
２
個
法
に

変
更
し
た
市
町
村

２
日
法
を
継
続

し
た
市
町
村

１
日
２
個
法
に

変
更
し
た
市
町
村

２
日
法
を
継
続

し
た
市
町
村

実
施
市
町
村
数

１９
７

実
施
市
町
村
数

２４
１３

検 率

要 精

Ｈ
１５

１１
．２

１１
．４

検 率

要 精

Ｈ
１５

６
．８

７
．５

Ｈ
１４

９
．８

１０
．０

Ｈ
１４

６
．４

７
．０

増
減

１
．４

１
．４

増
減

０
．４

０
．５

受 診 率

精 検

Ｈ
１５

６４
．８

５２
．８

受 診 率

精 検

Ｈ
１５

６７
．３

７４
．７

Ｈ
１４

５８
．４

５０
．６

Ｈ
１４

６７
．９

７０
．７

増
減

６
．４

２
．２

増
減

－
０
．６

４
．０

発 見 率

が ん

Ｈ
１５

０
．３
３１

０
．１
９１

発 見 率

が ん

Ｈ
１５

０
．２
１２

０
．２
５６

Ｈ
１４

０
．２
７６

Ｈ
１４

０
．２
１５

０
．２
８２

増
減

０
．０
５５

０
．１
９１

増
減

－
０
．０
０３

－
０
．０
２６

※
Ｈ
１４
は
と
も
に
２
日
法
に
よ
る
。

※
Ｈ
１４
は
と
も
に
２
日
法
に
よ
る
。

平
成
１５
年
度
大
腸
が
ん
検
診
受
診
状
況
（
最
終
報
告
）〈
一
次
検
診
方
法
別
〉

区
分

対
象
者
数

Ａ

受
診

者
数

要
精

密
検

査
者

検
査

結
果

別
人

員

集
団

検
診

Ｂ

医
療

機
関

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

集
団

検
診

Ｆ

医
療

機
関

Ｇ

計

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ

要
精
検
率

（
％
）

Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

精
検

受
診
者
数

Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

異
常

認
め
ず

Ｌ

そ
の
他
の

疾
病

Ｍ

が
ん

疑
い
Ｎ

が
ん

Ｏ

異
常
者

総
計

Ｐ

が
ん
発
見
率

（
％
）

Ｑ＝
（Ｎ
＋Ｏ
）／Ｄ

２
個
法（
２６
）
１４
０
，１
３０

１６
，０
１８

２８
，０
８６

４４
，１
０４

３１
．５

１
，０
８５

３
，１
３７

４
，２
２２

９
．６

２
，７
６２

６５
．４

１
，１
５４

１
，４
８１

７
１２
０

１
，６
０８

０
．２
８８

２
日
法（
１３
）

３９
，１
４４

１０
，５
４７

１
，５
６７

１２
，１
１４

３０
．９

７９
４

１７
８

９７
２

８
．０

６８
７

７０
．７

３１
０

３４
７

１
２９

３７
７

０
．２
４８

合
計

１７
９
，２
７４

２６
，５
６５

２９
，６
５３

５６
，２
１８

３１
．４

１
，８
７９

３
，３
１５

５
，１
９４

９
．２

３
，４
４９

６６
．４

１
，４
６４

１
，８
２８

８
１４
９

１
，９
８５

０
．２
７９

２
個
法

東
部（
１３
）

６４
，６
２９

９
，３
０３

１２
，８
０２

２２
，１
０５

３４
．２

６６
９

１
，３
０２

１
，９
７１

８
．９

１
，２
５４

６３
．６

５２
０

６６
８

２
６４

７３
４

０
．２
９９

中
部（
３
）

４
，２
３５

１
，７
７６

２０
６

１
，９
８２

４６
．８

１３
２

３６
１６
８

８
．５

１１
８

７０
．２

５８
５７

３
６０

０
．１
５１

西
部（
１０
）

７１
，２
６６

４
，９
３９

１５
，０
７８

２０
，０
１７

２８
．１

２８
４

１
，７
９９

２
，０
８３

１０
．４

１
，３
９０

６６
．７

５７
６

７５
６

５
５３

８１
４

０
．２
９０

２
日
法

東
部
（
２
）

４
，２
１５

１
，２
１７

５２
９

１
，７
４６

４１
．４

８４
５９

１４
３

８
．２

１０
１

７０
．６

４２
５７

１
１

５９
０
．１
１５

中
部
（
７
）

２９
，０
０７

６
，６
３６

９８
６

７
，６
２２

２６
．３

５３
９

１１
２

６５
１

８
．５

４６
０

７０
．７

２０
８

２２
９

２３
２５
２

０
．３
０２

西
部
（
４
）

５
，９
２２

２
，６
９４

５２
２
，７
４６

４６
．４

１７
１

７
１７
８

６
．５

１２
６

７０
．８

６０
６１

５
６６

０
．１
８２

４３



（３） 平成１５年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 ２３ ２４ １２ ５９ ４５ ２ ５１ ９８ ６８ ２６ ６３ １５７

確 定 癌 ２３ ２３ １１ ５７ ４２ ２ ４６ ９０ ６５ ２５ ５７ １４７

腺 腫 ０ １ １ ２ １ ０ ２ ３ １ １ ３ ５

そ の 他 ０ ０ ０ ０ ２ ０ ３ ５ ２ ０ ３ ５

調 査 中 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 １ ０ ２ ４ ６ ６ １０ ５ ３ ３７

女 ０ ３ ０ ０ ４ ３ ５ ３ ２ ２０

計 １ ３ ２ ４ １０ ９ １５ ８ ５ ５７

施

設

男 ２ ０ ０ ０ ６ １８ １０ ７ ８ ５１

女 ０ ０ １ ２ ３ １０ ７ ８ ８ ３９

計 ２ ０ １ ２ ９ ２８ １７ １５ １６ ９０

計
男 ３ ０ ２ ４ １２ ２４ ２０ １２ １１ ８８

女 ０ ３ １ ２ ７ １３ １２ １１ １０ ５９

総 計 ３ ３ ３ ６ １９ ３７ ３２ ２３ ２１ １４７

表３ 部 位

部 位
鳥取県（Ｈ１５年度） 全国（％）

Ｈ１４年度東部 中部 西部 計 （％）

Ｐ 肛 門 管 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．３

Ｒ 直 腸 ２０ ８ １４ ４２ ２８．６ ３０．１

ＳＳ状結腸 ２２ ９ １８ ４９ ３３．３ ３４．５

Ｄ下行結腸 ５ ３ １ ９ ６．１ ５．８

Ｔ横行結腸 ２ ２ １０ １４ ９．５ ８．２

Ａ上行結腸 １２ ２ １１ ２５ １７．０ １４．９

Ｃ 盲 腸 ４ １ ３ ８ ５．５ ６．１

Ｖ 虫 垂 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．１

計 ６５ ２５ ５７ １４７ １００．０
１００．０

n＝３，８４２

４４



表４ 大きさ

大きさ

（�）

鳥取県（Ｈ１５年度） 全国（％）

Ｈ１４年度東部 中部 西部 計 （％）

０～１０ １１ ９ １１ ３１ （２１．１） ２６．４

１１～２０ ２５ ５ ２１ ５１ （３４．７） ３２．１

２１～５０ ２０ ７ １８ ４５ （３０．６） ３４．４

５１～ ２ ３ ４ ９ （６．１） ７．１

不明 ７ １ ３ １１ （７．５）

計 ６５ ２５ ５７ １４７ １００．０
１００．０

n＝３，４７９

表５ 肉眼分類

肉眼型
鳥取県（％）

Ｈ１５年度

全国（％）

Ｈ１４年度

０ ９４ （６３．９） ６３．２

１ ４ （２．７） ５．８

２ ４５ （３０．６） ２７．０

３ ２ （１．４） ３．２

４ １ （０．７） ０．２

５ １ （０．７） ０．６

不明 ０ （０．０）

計 １４７ １００．０
１００．０

n＝３，７５９

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型
鳥取県（％）

Ｈ１５年度

全国（％）

Ｈ１４年度

�p １７ （１８．１） ２６．８

�sp ３１ （３３．０） ３２．５

�s １３ （１３．８） １４．１

�a １５ （１６．０） １３．０

�a＋�c ８ （８．５） ４．５

�b ０ （０．０） ０．３

�c ６ （６．４） １．７

� ０ （０．０） ０．２

その他 ２ （２．１） ２．９

不明 ２ （２．１） ４．０

計 ９４ １００．０
１００．０

n＝２，３７７

表７ 深達度

深達度
鳥取県（Ｈ１５年度） 全国（％）

Ｈ１４年度東部（％） 中部（％） 西部（％） 計 （％）

ｍ ２９（４４．６）１２（４８．０）１５（２６．３） ５６ （３８．１） ４６．３

sm １６（２４．６） ２（ ８．０）１７（２９．８） ３５ （２３．８） １８．１

不明 １（ １．６） １（ ４．０） １（ １．８） ３ （ ２．０）

小計 ４６（７０．８）１５（６０．０）３３（５７．９） ９４ （６３．９） ６４．４

mp ５（ ７．７） ２（ ８．０） ９（１５．８） １６ （１０．９） １１．１

ss １１（１６．９） ６（２４．０） ９（１５．８） ２６ （１７．７） １７．９

se ３（ ４．６） ０（ ０．０） ０（ ０．０） ３ （ ２．０） ５．８

si ０（ ０．０） １（ ４．０） ５（ ８．７） ６ （ ４．１） ０．８

不明 ０（ ０．０） １（ ４．０） １（ １．８） ２ （ １．４）

計 ６５（１００．０）２５（１００．０）５７（１００．０） １４７ （１００．０）
１００．０

n＝３，７１２

４５



表８ Dukes分類

Dukes分類
鳥取県（Ｈ１５年度） 全国（％）

Ｈ１４年度東部 中部 西部 計 （％）

Ａ ５３ １９ ４２ １１４ （７７．６） ６８．５

Ｂ ５ ２ ５ １２ （８．２） １１．１

Ｃ ６ ３ ９ １８ （１２．２）
２０．４

Ｄ １ １ １ ３ （２．０）

不明 ０ ０ ０ ０ （０．０）

計 ６５ ２５ ５７ １４７ １００．０
１００．０

n＝２，７５０

表９ 組織型分類

組織型
鳥取県（％）Ｈ１５年度 全国（％）

Ｈ１４年度東部 中部 西部 計 （％）

Wel ４３ １４ ２９ ８６ （５８．５） ７１．８

Mod ２１ １０ ２３ ５４ （３６．７） ２４．７

Por ０ ０ ２ ２ （１．４） １．４

muc １ １ １ ３ （２．０） ０．８

その他不明 ０ ０ ２ ２ （１．４） １．３

計 ６５ ２５ ５７ １４７ １００．０
１００．０

n＝３，５６７

表１０ 治療法

治療方法
鳥取県（Ｈ１５年度） 全国（％）

Ｈ１４年度東部（％） 中部（％） 西部（％） 計 （％）

外 科 手 術 ３５（５３．８）１３（５２．０）３７（６４．９） ８５ （５７．８） ５１．２

内視鏡治療 ３０（４６．２）１２（４８．０）２０（３５．１） ６２ （４２．２） ４６．６

その他不明 ０（ ０．０） ０（ ０．０） ０（ ０．０） ０ （ ０．０） ２．２

計 ６５（１００．０）２５（１００．０）５７（１００．０） １４７ （１００．０）
１００．０

n＝３，３８９

!
$"
$#

４６



表１１ 平成１５年度逐年検診発見進行癌

症 例 病 巣 便潜血
前年の精密検査結果 地区

検診

方式№ 氏名 年令 性 部位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型 前年 当年

１ H.I ８３ Ｍ Ｒ ５０� ss ２ mod ＋－ ＋＋ 経 過 観 察

東部

施

設

検

診

２ I.O ７４ Ｍ Ｃ ３０� ss ２ wel －－ ＋＋

３ H.K ６９ Ｆ Ｔ １５� mp ２ mod －－ ＋＋

４ K.I ６８ Ｆ Ｒ １７� mp ２ mod －－ －＋

西部

５ K.U ８８ Ｆ Ｔ ２８� mp ２ wel －－ ＋＋

６ M.S ６６ Ｍ Ｔ ７０� si ２ por ＋＋ ＋＋ 未受診＊（Ｈ１２～）

７ U.W ７１ Ｍ Ｓ ２０� mp ２ mod ＋－ ＋＋ 注腸造影異常なし

８ K.H ６６ Ｆ Ｔ ？ ss ２ mod ＋＋ ＋＋
未受診＊＊（アンケー

ト調）

９ I.M ８５ Ｍ Ａ ２５� mp ２ mod －－ ＋＋

１０ I.S ７０ Ｆ Ａ ２０� ss ２ mod －－ ＋－

東部

地

域

検

診

１１ S.M ６８ Ｆ Ｓ ３５� ss ２ mod －－ ＋＋

１２ Y.H ７６ Ｍ Ｄ １９� ss ２ mod －－ ＋＋

１３ Y.T ５８ Ｍ Ｒ ３０� se ２ mod －－ ＋－

１４ T.A ７７ Ｍ Ｓ １５� mp ２ mod －－ －＋

中部
１５ T.T ７０ Ｆ Ａ ４０� ss ２ mod －－ －＋

１６ K.I ６６ Ｍ Ｓ ２０� mp １ mod －－ ＋＋

１７ Y.Y ６２ Ｍ Ｒ ２８� ss ２ mod ＋＋ ＋＋ 未 受 診

１８ A.K ６１ Ｆ Ａ １２� ss ２ mod －－ ＋＋

西部１９ T.H ６３ Ｆ Ｒ ２０� ss ２ mod －－ ＋＋

２０ K.I ７８ Ｍ Ｒ ２５� mp ２ mod －－ ＋＋

＊Ｈ１２年度より毎年＋＋だが未受診。 ＊＊アンケート調査では「忙しい」と回答、電話連絡取れず。

４７



６．肝 臓 が ん 検 診

１．肝臓がん検診実績
１）平成１５年度肝臓がん検診実績について

平成１５年度より単県事業の肝臓がん対策事業（平成７年度より開始された鳥取県肝臓がん検診）

の検査方法を基本健康診査における肝炎ウイルス検査（平成１４年度より開始された国庫事業）と

同一とした。

平成１５年度は、単県事業の肝臓がん対策事業あるいは基本健康診査における肝炎ウイルス検査

のいずれかまたは双方の肝臓がん検診が３６市町村で実施された。対象者数５９，８５９人のうち、受診

者数は６，２１１人（単県事業の肝臓がん対策事業１，３６５人・基本健康診査における肝炎ウイルス検査

４，８４６人）で受診率は１０．４％であった。要精検者数はHBs抗原のみ陽性者１２４人、HCV抗体のみ

陽性者６０人、HBs抗原・HCV抗体ともに陽性者２人の計１８６人・受診者数の２．９９％であった。受

診者数におけるHBs抗原陽性率は２．０２％、HCV抗体陽性率は１．００％であった。また、要精検者

１８６人のうち精検受診者は１０２人、精検受診率は５４．８％であった。精検受診者１０２人のうち、肝臓

がんまたは肝臓がん疑いの者は１人もなかった。

平成７年度から平成１５年度の９年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において、市町村

から報告のあった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者数８３，２８０人、推計受診率４３．３％である。そ

のうちHBs抗原陽性者は２，１５３人（２．５９％）、HCV抗体陽性者は３，３０５人（３．９７％）であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について

肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対して定期検査を行っているが、定期検査対

象者となる「健康指導対象者」は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が１，０９１人、Ｃ型肝炎ウイルス陽性

者が１，１１３人であり、このうち受診者数はＢ型肝炎ウイルス陽性者が５６６人、Ｃ型肝炎ウイルス陽

性者が６５６人であった。

定期検査の結果、慢性肝炎と診断された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が１０９人（受診者数の

１９．３％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が３１０人（受診者数の４７．３％）であった。また、肝硬変と診断

された人は、Ｂ型肝炎ウイルス陽性者が６人（受診者数の１．１％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が２５

人（受診者数の３．８％）であった。肝臓がんまたは肝臓がん疑いと診断された人は、Ｂ型肝炎ウ

イルス陽性者が３人（受診者数の０．５％）、Ｃ型肝炎ウイルス陽性者が１５人（受診者数の２．３％）

であった。

２．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
平成７年度から平成１５年度の肝臓がん検診発見がん患者の確定調査では、確定がんは１７人であった。

また平成１０年度から平成１５年度の定期検査中に発見された確定がんは４０人であった。

肝臓がん検診発見がん患者１７人のうち、１６人は死亡、生存中は１人であった。また、定期検査中に

発見されたがん患者４０人のうち、１８人は死亡（他病死を含む）、生存中は２２人であった。

３．平成７年度事業以来の肝臓がん対策に係る評価分析について
鳥取県は、全国に先駆けて平成７年度より肝臓がん検診及び肝炎ウイルス陽性者へのフォローアッ

プ事業を実施してきた。この８年間の成果を取りまとめ、「鳥取県の肝臓がん対策」として冊子を６００

部作成し、関係先に配布した。

４８



（１） 平成１５年度肝臓がん検診結果（基本健康診査における肝炎ウイルス検査＋県単独肝臓がん検診）

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一 次 検 診

受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性率（％）HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

陽 性
異常なし

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １４６ ３４４ ４ ９ ０ １ ０ ０ １４２ ３３３ ２．７ ２．６ ０．０ ０．３

４５～４９ １２３ ２８３ ７ ６ ０ ０ ０ ０ １１６ ２７７ ５．７ ２．１ ０．０ ０．０

５０～５４ １８８ ４３４ ７ ９ ０ ２ １ ０ １７９ ４２２ ４．３ ２．１ ０．５ ０．５

５５～５９ ２４３ ６０５ ７ １２ ２ ９ ０ ０ ２３３ ５７９ ２．９ ２．０ ０．８ １．５

６０～６４ ３８５ ６７９ ９ １３ ５ ６ ０ ０ ３６７ ６５５ ２．３ １．９ １．３ ０．９

６５～６９ ４１６ ６５１ １１ １３ ４ ２ ０ １ ３９７ ６３０ ２．６ ２．２ １．０ ０．５

７０～７４ ４８４ ７０９ ７ ６ ６ １１ ０ ０ ４６９ ６８６ １．４ ０．８ １．２ １．６

７５～７９ １３９ １８４ ０ ２ ４ ３ ０ ０ １３５ １７９ ０．０ １．１ ２．９ １．６

８０歳以上 ６０ １３８ ０ ２ ０ ５ ０ ０ ６０ １３１ ０．０ １．４ ０．０ ３．６

計 ２，１８４ ４，０２７ ５２ ７２ ２１ ３９ １ １ ２，０９８ ３，８９２ ２．４ １．８ １．０ １．０

合 計 ６，２１１ １２４ ６０ ２ ５，９９０ ２．０ １．０

４９
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査

受
診
者
数（
人
）

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見
率

％
健
康
指
導
対
象
者
診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪
肝

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女
男

女

４０
～
４４

Ｂ
型
陽
性

０
２

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
３

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

４５
～
４９

Ｂ
型
陽
性

２
４

２
２

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
４

２
２

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

５０
～
５４

Ｂ
型
陽
性

０
５

０
５

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
３

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
８

０
８

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

５５
～
５９

Ｂ
型
陽
性

４
７

３
５

０
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
５

０
２

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

全
体

４
１２

３
７

０
２

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
．０

０
．０

６０
～
６４

Ｂ
型
陽
性

６
９

３
７

０
１

２
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
４

０
２

０
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

全
体

８
１３

３
９

０
２

３
１

１
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

０
．０

０
．０

６５
～
６９

Ｂ
型
陽
性

９
５

５
４

１
０

１
１

０
０

１
０

０
０

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

５
３

４
３

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１４
８

９
７

１
０

２
１

０
０

１
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
．０

０
．０

７０
～
７４

Ｂ
型
陽
性

４
３

３
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
５

２
１

０
０

１
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
８

５
３

０
０

１
４

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

０
．０

０
．０

７５
～
７９

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
３

０
１

０
０

２
２

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

全
体

３
４

０
２

０
０

２
２

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
．０

０
．０

８０
歳
以
上
Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
３

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
４

０
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

計
Ｂ
型
陽
性

２５
３７

１６
２９

１
２

４
４

１
０

１
０

０
０

０
０

２
２

０
０

Ｃ
型
陽
性

１３
２７

６
１６

０
２

５
８

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
１

全
体

３８
６４

２２
４５

１
４

９
１２

１
０

１
０

０
０

０
０

４
２

０
１

０
．０

０
．０

合
計
Ｂ
型
陽
性

６２
４５

３
８

１
１

０
０

４
０

０
．０

０
．０

Ｃ
型
陽
性

４０
２２

２
１３

０
０

０
０

２
１

０
．０

０
．０

全
体

１０
２

６７
５

２１
１

１
０

０
６

１
０
．０

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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３
）
検
診
機
関
別

ａ
．
一
次
検
診
結
果

一
次
検
診
機
関

一
次
検
診
受
診
者
数（
人
）

一
次

検
診

結
果

H
B
s抗
原
陽
性
率

（
％
）

H
C
V
抗
体
陽
性
率

（
％
）

H
B
s抗
原
の
み
陽
性

H
C
V
抗
体
の
み
陽
性

H
B
s・
H
C
V
陽
性

異
常
な
し

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

直
営

４
１

０
０

０
０

０
０

４
１

０
．０

０
．０

０
．０

０
．０

保
健
事
業
団

７０
８

９９
４

１３
２９

５
８

０
０

６８
６

９５
１

１
．８

２
．９

０
．７

０
．８

中
国
労
働
衛
生
協
会

５４
９２

４
４

０
０

０
０

５０
８８

７
．４

４
．３

０
．０

０
．０

病
院

２７
５

４７
０

７
９

２
７

０
０

２６
４

４５
２

２
．５

１
．９

０
．７

１
．５

診
療

所
１
，１
４３

２
，４
７０

２８
３０

１４
２４

１
１

１
，０
９４

２
，４
００

２
．５

１
．３

１
．３

１
．０

計
２
，１
８４

４
，０
２７

５２
７２

２１
３９

１
１

２
，０
９８

３
，８
９２

２
．４

１
．８

１
．０

１
．０

合
計

６
，２
１１

１２
４

６０
２

５
，９
９０

２
．０

１
．０

ｂ
．
精
密
検
査
結
果

一
次
検
診

機
関
区
分

精
密
検
査

受
診
者（
人
）

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見
率

％
健
康
指
導
対
象
者
診
断

名
そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪
肝

慢
性
肝
炎

肝
硬
変

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

直
営
Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

保
健

事
業
団

Ｂ
型
陽
性

６
１６

４
１４

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
８

０
６

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

全
体

７
２４

４
２０

０
１

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
１

０
．０

０
．０

中
国
労
働

衛
生
協
会

Ｂ
型
陽
性

２
１

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
１

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

病
院
Ｂ
型
陽
性

４
４

１
２

１
０

２
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
５

１
４

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６
９

２
６

１
１

３
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

診
療
所
Ｂ
型
陽
性

１３
１６

９
１２

０
１

１
２

１
０

１
０

０
０

０
０

１
１

０
０

Ｃ
型
陽
性

１０
１４

５
６

０
１

３
７

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

全
体

２３
３０

１４
１８

０
２

４
９

１
０

１
０

０
０

０
０

３
１

０
０

０
．０

０
．０

計
Ｂ
型
陽
性

２５
３７

１６
２９

１
２

４
４

１
０

１
０

０
０

０
０

２
２

０
０

Ｃ
型
陽
性

１３
２７

６
１６

０
２

５
８

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
１

全
体

３８
６４

２２
４５

１
４

９
１２

１
０

１
０

０
０

０
０

４
２

０
１

０
．０

０
．０

合
計
Ｂ
型
陽
性

６２
４５

３
８

１
１

０
０

４
０

Ｃ
型
陽
性

４０
２２

２
１３

０
０

０
０

２
１

全
体

１０
２

６７
５

２１
１

１
０

０
６

１
０
．０

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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４）平成１５年度肝臓がん検診実施状況（市町村別）

ａ．一次検診結果

市 町

村 名

対象者数
（人）

Ａ

肝炎ウイルス検査 検 査 結 果
HBs抗原
陽 性 率
（％）

Ｋ＝Ｈ＋Ｊ／Ｄ

HCV抗体
陽 性 率
（％）

Ｌ＝Ｉ＋Ｊ／Ｄ

集 団
検 診

Ｂ

医 療
機 関

Ｃ

計

Ｄ＝Ｂ＋Ｃ

受 診 率
（％）

Ｅ＝Ｄ／Ａ

異 常
認めず
（人）

Ｇ

HBs抗原
のみ陽性

Ｈ

HCV
抗体のみ
陽 性

Ｉ

HBs抗原・
HCV 抗 体
と も 陽 性

Ｊ

鳥 取 市 １２，７００ ０ ３３７ ３３７ ２．７ ３２１ １２ ３ １ ３．９ １．２

米 子 市 ６，９８６ ０ ２，６１４ ２，６１４ ３７．４ ２，５４３ ４０ ３０ １ １．６ １．２

倉 吉 市 ３，４７４ １３１ ０ １３１ ３．８ １２７ ３ １ ０ ２．３ ０．８

境 港 市 １，９３７ ０ ５０６ ５０６ ２６．１ ４９７ ６ ３ ０ １．２ ０．６

国 府 町 ４，２５５ ７９ ０ ７９ １．９ ７８ １ ０ ０ １．３ ０．０

岩 美 町 １，５９４ １５１ ０ １５１ ９．５ １４７ ２ ２ ０ １．３ １．３

福 部 村 ８０４ ９ ２０ ２９ ３．６ ２５ ３ １ ０ １０．３ ３．４

郡 家 町 ９８１ ７１ ２９ １００ １０．２ ９９ １ ０ ０ １．０ ０．０

船 岡 町 １，５０７ ８３ ０ ８３ ５．５ ８１ ２ ０ ０ ２．４ ０．０

河 原 町 ６４１ ６０ ７７ １３７ ２１．４ １３４ ２ １ ０ １．５ ０．７

八 東 町 １，７９９ ８４ ３６ １２０ ６．７ ７８ ５ １ ０ ４．２ ０．８

若 桜 町 １７ １７ ０ １７ １００．０ １７ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

用 瀬 町 ３１０ ０ ３６ ３６ １１．６ ３４ １ １ ０ ２．８ ２．８

佐 治 村 ７０ １５ ０ １５ ２１．４ １６ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

智 頭 町 ２，２７２ ２２０ ２４０ ４６０ ２０．２ ４４９ ８ ３ ０ １．７ ０．７

気 高 町 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

鹿 野 町 ４５６ ３ １８ ２１ ４．６ ２１ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

青 谷 町 ７，９８０ ７１ ０ ７１ ０．９ ６９ １ １ ０ １．４ １．４

羽 合 町 １２２ ２６ ０ ２６ ２１．３ ２５ １ ０ ０ ３．８ ０．０

泊 村 １，１１０ ２１ １０５ １２６ １１．４ １１７ ４ ５ ０ ３．２ ４．０

東 郷 町 １，６１２ １０ ６３ ７３ ４．５ ７２ １ ０ ０ １．４ ０．０

三 朝 町 ６７ ２６ ０ ２６ ３８．８ ２６ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

関 金 町 ５５７ ３３ ０ ３３ ５．９ ２７ ０ ６ ０ ０．０ １８．２

北 条 町 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

大 栄 町 ６０６ ４２ ０ ４２ ６．９ ４１ １ ０ ０ ２．４ ０．０

東 伯 町 ５，５８０ ２９８ ０ ２９８ ５．３ ２９０ ８ ０ ０ ２．７ ０．０

赤 碕 町 ８８９ ３０ ０ ３０ ３．４ ３０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

西 伯 町 １６６ ９ ５６ ６５ ３９．２ ６２ ２ １ ０ ３．１ １．５

会 見 町 ４２ ４２ ０ ４２ １００．０ ４０ ２ ０ ０ ４．８ ０．０

岸 本 町 ３０３ ６１ ０ ６１ ２０．１ ５８ ３ ０ ０ ４．９ ０．０

日吉津村 ２２ ３ ０ ３ １３．６ ３ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

淀 江 町 １０９ ０ ３９ ３９ ３５．８ ３８ １ ０ ０ ２．６ ０．０

大 山 町 １９７ ２２ ３１ ５３ ２６．９ ５２ １ ０ ０ １．９ ０．０

名 和 町 ３２４ ２７ ５４ ８１ ２５．０ ８０ １ ０ ０ １．２ ０．０

中 山 町 ４ ２ ０ ２ ５０．０ ２ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

日 南 町 １０８ ０ １０８ １０８ １００．０ １０５ ２ １ ０ １．９ ０．９

日 野 町 ０ ０ ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０ ０．０

江 府 町 ２０８ １４６ ０ １４６ ７０．２ １３８ ８ ０ ０ ５．５ ０．０

溝 口 町 ５０ ５０ ０ ５０ １００．０ ４８ ２ ０ ０ ４．０ ０．０

合 計 ５９，８５９ １，８４２ ４，３６９ ６，２１１ １０．４ ５，９９０ １２４ ６０ ２ ２．０ １．０

５２



ｂ．精密検査結果

市町村 区 分
要精検者

Ｍ

精 検
受診者

Ｎ

精 検
受 診 率
（％）

Ｏ＝Ｎ／Ｍ

精 密 検 査 結 果
がん発見率
（％）

Ｚ＝（Ｕ＋Ｖ）／Ｄ

健 康 指 導 対 象 者 診 断 名
その他

Ｘ
無症候性
キャリア

Ｐ

脂肪肝

Ｑ

慢性肝炎

Ｒ

肝硬変

Ｓ

アルコール
性 肝 障 害

Ｔ

がん疑い

Ｕ

がん

Ｖ

その他
の疾病

Ｗ

鳥 取 市

Ｂ型陽性 １３ ６ ４６．２ ６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ４ ２ ５０．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １７ ８ ４７．１ ８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

米 子 市

Ｂ型陽性 ４１ ２１ ５１．２ １４ １ ２ １ １ ０ ０ ２ ０

Ｃ型陽性 ３１ ２０ ６４．５ ９ １ ９ ０ ０ ０ ０ １ ０

全 体 ７２ ４１ ５６．９ ２３ ２ １１ １ １ ０ ０ ３ ０ ０．０

倉 吉 市

Ｂ型陽性 ３ １ ３３．３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ １ １００．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０

全 体 ４ ２ ５０．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０．０

境 港 市

Ｂ型陽性 ６ ５ ８３．３ ２ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ３ ２ ６６．７ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ９ ７ ７７．８ ３ １ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

国 府 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

岩 美 町

Ｂ型陽性 ２ １ ５０．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ２ １ ５０．０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ４ ２ ５０．０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

福 部 村

Ｂ型陽性 ３ ２ ６６．７ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ４ ３ ７５．０ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

郡 家 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

船 岡 町

Ｂ型陽性 ２ １ ５０．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ２ １ ５０．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

河 原 町

Ｂ型陽性 ２ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ３ １ ３３．３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

八 東 町

Ｂ型陽性 ５ ２ ４０．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ６ ３ ５０．０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

若 桜 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

用 瀬 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ２ １ ５０．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

佐 治 村

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

智 頭 町

Ｂ型陽性 ８ ５ ６２．５ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ２ ０

Ｃ型陽性 ３ １ ３３．３ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １１ ６ ５４．５ ２ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ２ ０ ０．０

気 高 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

鹿 野 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

５３



市町村 区 分
要精検者

Ｍ

精 検
受診者

Ｎ

精 検
受 診 率
（％）

Ｏ＝Ｎ／Ｍ

精 密 検 査 結 果
がん発見率
（％）

Ｚ＝（Ｕ＋Ｖ）／Ｄ

健 康 指 導 対 象 者 診 断 名
その他

Ｘ
無症候性
キャリア

Ｐ

脂肪肝

Ｑ

慢性肝炎

Ｒ

肝硬変

Ｓ

アルコール
性 肝 障 害

Ｔ

がん疑い

Ｕ

がん

Ｖ

その他
の疾病

Ｗ

青 谷 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ２ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

羽 合 町

Ｂ型陽性 １ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

泊 村

Ｂ型陽性 ４ ３ ７５．０ ２ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ５ ５ １００．０ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ １

全 体 ９ ８ ８８．９ ４ １ ２ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０．０

東 郷 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

三 朝 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

関 金 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ６ ４ ６６．７ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ６ ４ ６６．７ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

北 条 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

大 栄 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

東 伯 町

Ｂ型陽性 ８ ６ ７５．０ ５ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ８ ６ ７５．０ ５ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

赤 碕 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

西 伯 町

Ｂ型陽性 ２ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ３ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

会 見 町

Ｂ型陽性 ２ ２ １００．０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ２ ２ １００．０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

岸 本 町

Ｂ型陽性 ３ １ ３３．３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ３ １ ３３．３ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

日吉津村

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

淀 江 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

大 山 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

名 和 町

Ｂ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

中 山 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

５４



市町村 区 分
要精検者

Ｍ

精 検
受診者

Ｎ

精 検
受 診 率
（％）

Ｏ＝Ｎ／Ｍ

精 密 検 査 結 果
がん発見率
（％）

Ｚ＝（Ｕ＋Ｖ）／Ｄ

健 康 指 導 対 象 者 診 断 名
その他

Ｘ
無症候性
キャリア

Ｐ

脂肪肝

Ｑ

慢性肝炎

Ｒ

肝硬変

Ｓ

アルコール
性 肝 障 害

Ｔ

がん疑い

Ｕ

がん

Ｖ

その他
の疾病

Ｗ

日 南 町

Ｂ型陽性 ２ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 １ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ３ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

日 野 町

Ｂ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

江 府 町

Ｂ型陽性 ８ ３ ３７．５ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ８ ３ ３７．５ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

溝 口 町

Ｂ型陽性 ２ ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｃ型陽性 ０ ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

全 体 ２ ２ １００．０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０

合 計

Ｂ型陽性 １２６ ６２ ４９．２ ４５ ３ ８ １ １ ０ ０ ４ ０

Ｃ型陽性 ６２ ４０ ６４．５ ２２ ２ １３ ０ ０ ０ ０ ２ １

全 体 １８８ １０２ ５４．３ ６７ ５ ２１ １ １ ０ ０ ６ １ ０．０

（２） 基本健康診査における肝炎ウイルス検査

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

受診者数

（人）

HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

陽性
異常なし

HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １１１ ２９２ ４ ８ ０ ０ ０ ０ １０６ ２７８ ３．６ ２．７ ０．０ ０．０

４５～４９ ７５ ２２０ ５ ４ ０ ０ ０ ０ ７０ ２１４ ６．７ １．８ ０．０ ０．０

５０～５４ １１８ ３３３ ４ ８ ０ ２ １ ０ １１２ ３２２ ４．２ ２．４ ０．８ ０．６

５５～５９ １５６ ４６９ ５ ６ ２ ５ ０ ０ １４８ ４５５ ３．２ １．３ １．３ １．１

６０～６４ ２４６ ５２９ ７ ７ ４ ４ ０ ０ ２３３ ５１２ ２．８ １．３ １．６ ０．８

６５～６９ ３１３ ５３２ ８ ７ ３ １ ０ １ ２９９ ５２０ ２．６ １．５ １．０ ０．４

７０～７４ ４１５ ６３８ ６ ５ ６ １１ ０ ０ ４０１ ６２１ １．４ ０．８ １．４ １．７

７５～７９ １０３ １３３ ０ １ ４ ２ ０ ０ ９７ １２９ ０．０ ０．８ ３．９ １．５

８０歳以上 ４９ １１４ ０ ２ ０ ５ ０ ０ ４９ １０７ ０．０ １．８ ０．０ ４．４

計 １，５８６ ３，２６０ ３９ ４８ １９ ３０ １ １ １，５１５ ３，１５８ ２．５ １．５ １．３ １．０

合 計 ４，８４６ ８７ ４９ ２ ４，６７３ １．８ １．１

５５
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女
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女
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女

男
女
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女
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女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女
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～
４４
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型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
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０

０
０

０
０
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０
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２
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０
２
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０
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０

０
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０
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０
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０
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性

０
０
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０
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０

０
０

０
０
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０
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０
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０
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体
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２
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０
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０

０
２

０
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０
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０
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０

０
０
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０
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０
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０
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０
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３
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３
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０
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０

０
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０
０
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０
０

０
０

０
０
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体

０
６

０
６

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
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～
５９
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性

４
４

３
３

０
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
３

０
２

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４
７

３
５

０
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

６０
～
６４

Ｂ
型
陽
性

３
４

２
３

０
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
２

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

全
体

４
６

２
４

０
１

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

０
．０

０
．０

６５
～
６９

Ｂ
型
陽
性

６
３

２
２

１
０

１
１

０
０

１
０

０
０

０
０

１
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

４
２

３
２

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１０
５

５
４

１
０

２
１

０
０

１
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
．０

０
．０

７０
～
７４

Ｂ
型
陽
性

４
２

３
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
５

２
１

０
０

１
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
７

５
２

０
０

１
４

０
０

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

０
．０

０
．０

７５
～
７９

Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
２

０
１

０
０

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

全
体

３
２

０
１

０
０

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

０
．０

０
．０

８０
歳
以
上
Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
３

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
４

０
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

計
Ｂ
型
陽
性

１９
２０

１２
１４

１
１

２
３

１
０

１
０

０
０

０
０

２
２

０
０

Ｃ
型
陽
性

１１
２０

５
１３

０
１

４
６

０
０

０
０

０
０

０
０

２
０

０
０

全
体

３０
４０

１７
２７

１
２

６
９

１
０

１
０

０
０

０
０

４
２

０
０

０
．０

０
．０

合
計
Ｂ
型
陽
性

３９
２６

２
５

１
１

０
０

４
０

Ｃ
型
陽
性

３１
１８

１
１０

０
０

０
０

２
０

全
体

７０
４４

３
１５

１
１

０
０

６
０

０
．０

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

５６



（３） 県単独肝臓がん検診

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

受診者数

（人）

HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

陽性
異常なし

HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ ３６ ５４ ０ １ ０ １ ０ ０ ３６ ５２ ０．０ １．９ ０．０ １．９

４５～４９ ４８ ６６ ２ ２ ０ ０ ０ ０ ４６ ６４ ４．２ ３．０ ０．０ ０．０

５０～５４ ７１ １０５ ３ ２ ０ ０ ０ ０ ６８ １０３ ４．２ １．９ ０．０ ０．０

５５～５９ ７８ １１８ ２ ５ ０ ３ ０ ０ ７６ １１０ ２．６ ４．２ ０．０ ２．５

６０～６４ １３９ １５５ ２ ６ １ ３ ０ ０ １３６ １４６ １．４ ３．９ ０．７ １．９

６５～６９ １０４ １２２ ３ ６ １ １ ０ ０ １００ １１５ ２．９ ４．９ １．０ ０．８

７０～７４ ７３ ７０ １ １ ０ ０ ０ ０ ７２ ６９ １．４ １．４ ０．０ ０．０

７５～７９ ３８ ５２ ０ １ ０ １ ０ ０ ３８ ５０ ０．０ １．９ ０．０ １．９

８０歳以上 １１ ２５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １１ ２５ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０

計 ５９８ ７６７ １３ ２４ ２ ９ ０ ０ ５８３ ７３４ ２．２ ３．１ ０．３ １．２

合 計 １，３６５ ３７ １１ ０ １，３１７ ２．７ ０．８

５７
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０
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０
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０
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０
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０

Ｃ
型
陽
性

１
１

１
１

０
０

０
０
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０
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０
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０
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０
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．０
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Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

７５
～
７９

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
１

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
２

０
１

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

８０
歳
以
上
Ｂ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
．０

０
．０

計
Ｂ
型
陽
性

６
１７

４
１５

０
１

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
７

１
３

０
１

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

全
体

８
２４

５
１８

０
２

３
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
．０

０
．０

合
計
Ｂ
型
陽
性

２３
１９

１
３

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

９
４

１
３

０
０

０
０

０
１

全
体

３２
２３

２
６

０
０

０
０

０
１

０
．０

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

５８



（
４
）
平
成
７
年
度
か
ら
平
成
１４
年
度
肝
臓
が
ん
検
診
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
の
定
期
検
査
結
果

１
）
平
成
１５
年
度
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１５
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
数
）

受
診

者
数

（
平
成
１６
年
３
月

３１
日
現
在
の
実

人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
H
B
s

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の

疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

１４
１９

５
４

５
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

２８
４５

１３
２０

７
１５

０
１

５
４

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４

５０
７３

１４
３３

８
２３

０
１

５
８

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

１
０

５５
～
５９

５２
１１
０

１４
４４

８
３３

０
４

４
７

１
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

６０
～
６４

５５
１２
２

２１
７３

１４
５３

４
５

２
１２

１
０

０
０

０
１

０
０

０
１

０
１

６５
～
６９

５７
１１
２

３２
７２

１９
５７

１
１

１１
１３

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

７０
～
７４

５４
１０
１

３７
６１

２９
４５

１
２

５
１２

１
１

０
０

０
０

０
０

１
１

０
０

７５
～
７９

４１
６７

３１
３６

２４
２４

０
３

５
８

０
０

１
０

０
０

１
０

０
１

０
０

８０
歳
以
上

３０
６１

２２
３４

１４
２８

２
２

６
２

０
０

０
０

０
０

０
１

０
１

０
０

計
３８
１

７１
０

１８
９

３７
７

１２
８

２８
２

８
１９

４３
６６

５
１

１
０

０
１

１
１

２
５

１
２

合
計

１
，０
９１

５６
６

４１
０

２７
１０
９

６
１

１
２

７
３

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

２
）
平
成
１５
年
度
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
年
代
別
定
期
検
査
結
果
報
告

年
齢

健
康
指
導
対
象
者

（
平
成
１５
年
４
月

１
日
現
在
の
実

人
数
）

受
診

者
数

（
平
成
１６
年
３
月

３１
日
現
在
の
実

人
数
）

定
期

検
査

結
果

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
H
C
V

キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
障

害
肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の

疾
病

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４

５
２

３
０

１
０

０
０

２
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

４５
～
４９

１２
９

３
４

０
３

０
０

２
１

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

５０
～
５４

１４
２４

３
１３

１
５

０
０

２
７

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
０

５５
～
５９

１１
４７

４
２３

２
９

１
０

１
１２

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

６０
～
６４

２１
８４

１０
５２

３
２５

１
１

５
２３

０
０

０
０

０
０

１
０

０
１

０
２

６５
～
６９

６２
１４
０

３７
８８

８
２７

１
１

２３
５４

２
１

０
０

０
０

０
０

２
２

１
３

７０
～
７４

６６
１６
３

２８
１１
０

８
４７

１
３

１５
５２

１
２

０
０

０
２

０
０

３
２

０
２

７５
～
７９

９５
１４
８

５５
１１
１

１８
４４

２
１

２６
５１

３
６

０
０

０
２

４
２

０
０

２
５

８０
歳
以
上

８１
１２
９

５１
６１

２４
３７

０
１

１９
１５

３
４

０
０

０
１

２
１

０
１

３
１

計
３６
７

７４
６

１９
４

４６
２

６５
１４
７

６
７

９５
２１
５

１０
１５

０
０

０
５

７
３

５
７

６
１３

合
計

１
，１
１３

６５
６

２６
２

１３
３１
０

２５
０

５
１０

１２
１９

※
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。
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健 康 指 導

対 象 者 数

定 期 検 査

受 診 者 数
慢 性 肝 炎 肝 硬 変

肝 臓 が ん 疑 い

または肝臓がん

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 １，０９１ ５６６
１０９

（１９．３％）

６

（１．１％）

３

（０．５％）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 １，１１３ ６５６
３１０

（４７．３％）

２５

（３．８％）

１５

（２．９％）

（５） 平成７～１５年度年代別肝臓がん検診結果

年 齢

一次検診

受診者数（人）

HBs抗原

陽性者（人）

HBs抗原

陽性率（％）

HCV抗体

陽性者（人）

HCV抗体

陽性率（％）

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４ １，８３０ ３，８５７ ８３ １１９ ４．５４ ３．０９ ３２ ４３ １．７５ １．１１

４５～４９ １，９７７ ４，３５３ １０６ １６９ ５．３６ ３．８８ ３２ ９１ １．６２ ２．０９

５０～５４ １，９２０ ５，２５５ １０２ １９６ ５．３１ ３．７３ ２９ １４８ １．５１ ２．８２

５５～５９ ２，１２５ ６，３４８ ７１ １９８ ３．３４ ３．１２ ６２ ２３３ ２．９２ ３．６７

６０～６４ ４，６６７ ９，７６０ １３４ ２０３ ２．８７ ２．０８ １６８ ４４４ ３．６０ ４．５５

６５～６９ ５，８８８ １０，０８３ １４８ ２０４ ２．５１ ２．０２ ２６９ ４８７ ４．５７ ４．８３

７０～７４ ５，０９３ ８，２３７ ８８ １４３ １．７３ １．７４ ２６８ ４１２ ５．２６ ５．００

７５～７９ ２，６００ ４，４６２ ５３ ６８ ２．０４ １．５２ １３８ ２１６ ５．３１ ４．８４

８０歳以上 １，８２３ ３，００２ １９ ４９ １．０４ １．６３ １０４ １２９ ５．７０ ４．３０

計 ２７，９２３ ５５，３５７ ８０４ １，３４９ ２．８８ ２．４４ １，１０２ ２，２０３ ３．９５ ３．９８

合 計 ８３，２８０ ２，１５３ ２．５９ ３，３０５ ３．９７

６０



（６） 平成１５年度肝臓がん検診および定期検査による発見がん患者追跡調査結果について

１）平成１５年度肝臓がん検診発見がんまたはがん疑いおよび定期検査による発見がん疑い

（検診発見癌または癌疑い）

肝臓がん検診においては、がんまたはがん疑いの者は一人も発見されなかった。

（定期検査による発見癌または癌疑い）

№ 年齢 性 診断 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ７５ 男 肝癌 切除 ０３．６．３． 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ ６２１５
２ ７６ 男 肝癌 切除 ０４．２．９． ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ ２２
３ ７６ 男 肝癌 MCT ０３．８．１４． 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ５９
４ ８３ 男 肝癌 PEIT ０３．５．３０． 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ ２９
５ ７２ 女 癌なし Ｃ ３
６ ８０ 男 肝癌 RFA ０４．８．３． ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ １５
７ ９１ 女 肝癌 NT ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ NT
８ ７４ 女 肝癌 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ NT
９ ７５ 女 肝癌 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ ２３９
１０ ７９ 女 癌なし Ｃ １９
１１ ８１ 女 嚢胞 Ｃ １０
１２ ７９ 男 肝癌 RFA ０４．３．１５． 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ ６

２）平成７～１４年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６． 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６． ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３． 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０． 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１． 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５． ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１． ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９． 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８． ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１． 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ５か月後再発
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７． ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ ２年１０か月後再発
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５． 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８． 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ ４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４． ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 生存中
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９． 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８． 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２年１か月後再発
２０ ７０ 女 ００．７．２． Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５． 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９． 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１． 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ １年８か月後再発
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６． 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４． 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５か月後再発
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０． 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．０６．２７． ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６． 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ ９か月後再発
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６． 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ ８か月後再発
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４． 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３． 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
３３ ７６ 男 切除 ０４．２．９． ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４． 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０． 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３． ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ 生存中
３７ ９１ 女 NT ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ 生存中
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ 生存中
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後再発
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５． 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
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３）平成７～１５年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

№ 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４． 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡
２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０． 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 死亡
３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３． 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５． 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡
５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９． ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡
６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５． ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡
７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１． ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡
８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２． 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡
９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７． 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡
１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７． ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡
１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７． ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４． 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡
１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３． 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡
１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１． 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡
１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５． ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡
１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３． 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡
１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９． 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
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７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分 平成１５年度実績（鳥取県） 平成１５年度実績（全国）

胃

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７１，９４１ ３３，８２０，３６１

受 診 者 数（人） ４８，０４６ ４，５０８，０４１

受 診 率（％） ２７．９ １３．３

受 診 率 順 位 ４位 ―

要 精 検 者 数（人） ３，４３４ ５１８，７５３

要 精 検 率（％） １０．９ １１．５

精 検 受 診 者 数（人） ２，７０２ ３９１，６３８

精 検 受 診 率（％） ７８．７ ７５．５

がん又はがんの疑いのある者（人） １８８ ８，１９７

が ん 発 見 率（％） ０．３９ ０．１８

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対 象 者 数（人） １２５，１９１ ２６，７２３，６３２

受 診 者 数（人） ２７，４８３ ３，６５０，６８９

受 診 率（％） ２２．０ １３．７

受 診 率 順 位 １１位 ―

要 精 検 者 数（人） ９２ ３８，８７５

要 精 検 率（％） ０．３３ １．０６

精 検 受 診 者 数（人） ７６ ２６，０７９

精 検 受 診 率（％） ８２．６ ６７．１

がん又はがんの疑いのある者（人） ４２ ７，２２９

が ん 発 見 率（％） ０．１５ ０．２０

肺

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７８，７６２ ３３，０２０，６７６

受 診 者 数（人） ６３，６４９ ７，７９５，７９４

受 診 率（％） ３５．６ ２３．６

受 診 率 順 位 １５位 ―

要 精 検 者 数（人） ６４０ ２２９，２７０

要 精 検 率（％） １．０１ ２．９４

精 検 受 診 者 数（人） ４８９ １６５，４９３

精 検 受 診 率（％） ７６．４ ７２．２

がん又はがんの疑いのある者（人） ７８ ７，９２９

が ん 発 見 率（％） ０．１２ ０．１０
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区 分 平成１５年度実績（鳥取県） 平成１５年度実績（全国）

乳

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １２７，９４５ ２６，９５６，１８４

受 診 者 数（人） ３１，５３９ ３，４８８，０７４

受 診 率（％） ２４．７ １２．９

受 診 率 順 位 ５位 ―

要 精 検 者 数（人） １，１１５ ２００，１６５

要 精 検 率（％） ３．５４ ５．７４

精 検 受 診 者 数（人） ９８５ １５５，４９０

精 検 受 診 率（％） ８８．３ ７７．７

がん又はがんの疑いのある者（人） ４９ ７，０７０

が ん 発 見 率（％） ０．１６ ０．２０

大

腸

が

ん

検

診

対 象 者 数（人） １７９，２７４ ３５，４７５，１０５

受 診 者 数（人） ５６，２１８ ６，４０３，６５９

受 診 率（％） ３１．４ １８．１

受 診 率 順 位 ５位 ―

要 精 検 者 数（人） ５，１９４ ４６６，１７２

要 精 検 率（％） ９．２ ７．３

精 検 受 診 者 数（人） ３，４４９ ２６４，７４６

精 検 受 診 率（％） ６６．４ ５６．８

がん又はがんの疑いのある者（人） １５７ １３，０１４

が ん 発 見 率（％） ０．２８ ０．２０

（出典） 鳥取県数値（受診率順位を除く）＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料

全国数値及び鳥取県の受診率順位＝地域保健・老人保健事業報告（厚生労働省）

（注） １ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・

老人報告事業報告」に記載された数値とは異なる場合がある。

２ 肺がん検診の数値は、喀痰検査のみ受診した者の数値を含まない。
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�．平成１６年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況



平
成
１６
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

胃
が
ん
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１７
年
１
月
２９
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

１５
８
名
演
題
：「
上
部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
の
コ
ツ
『
見
落
と
し
の
少
な
い
内
視
鏡
』」

講
師
：
島
根
大
学
医
学
部
附
属
病
院
光
学
医
療
部
助
教
授

天
野
祐
二
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

堀
江

聡
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

野
口
直
哉
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

謝
花
典
子
先
生

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
検
討
会

平
成
１７
年
２
月
６
日（
日
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
３０
分

米
子
市

西
部
医
師
会
館

５７
名
演
題
：「
子
宮
が
ん
検
診
の
今
後
の
課
題
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
産
科
婦
人
科
助
手

板
持
広
明
先
生

症
例
提
示
４
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１７
年
２
月
１２
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

米
子
市

西
部
医
師
会
館

７４
名
演
題
：「
肺
癌
検
診
に
お
け
る
喀
痰
細
胞
診
の
現
状
と
対
策
」

講
師
：
癌
研
究
会
附
属
病
院
呼
吸
器
内
科
部
長

宝
来

威
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

中
村
一
彦
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

中
村
廣
繁
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及

び
第
１２
回
烏
取
県
検
診
発
見
乳

が
ん
症
例
検
討
会

平
成
１６
年
７
月
３１
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
４５
分

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

１０
４
名
演
題
：「
鳥
取
県
に
お
け
る
視
触
診
に
よ
る
乳
が
ん
検
診
の
現
状
と
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
併
用
検
診
導
入
の
意
義
と
問
題
点
」

講
師
：
鳥
取
赤
十
字
病
院
第
２
外
科
部
長

工
藤
浩
史
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

小
寺
正
人
先
生

中
部
―
４
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

林
英
一
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

第
２
外
科

石
黒
清
介
先
生

乳
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

平
成
１６
年
１２
月
１８
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
１０
分

倉
吉
市

中
部
医
師
会
館

９２
名
演
題
：「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
併
用
検
診
導
入
の
現
状
と
問
題
点
」

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
２
外
科
講
師

石
黒
清
介
先
生
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事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１６
年
８
月
２１
日（
土
）

午
後
４
時
～

午
後
５
時
３０
分

米
子
市

西
部
医
師
会
館

１０
４
名
演
題
：「
便
潜
血
検
査
２
日
法
と
１
日
２
個
法
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
の
比
較
」

講
師
：
宮
�
内
科
医
院
院
長

宮
�
博
実
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
生
協
病
院

鈴
木
一
則
先
生

中
部
―
１
例
：
北
岡
病
院

松
田
哲
郎
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

向
山
智
之
先
生

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会

及
び
症
例
研
究
会

平
成
１７
年
３
月
５
日（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

１０
６
名
演
題
「
肝
癌
克
服
の
た
め
に
」

講
師
：
鳥
取
赤
十
字
病
院
第
１
内
科
部
長

松
田
裕
之
先
生

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

松
田
裕
之
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

嵯
峨
山

敦
先
生

西
部
―
２
例
：
山
陰
労
災
病
院

岸
本
幸
廣
先
生
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１．胃がん検診症例研究会

日 時 平成１７年１月２９日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 堀 江 聡

６５歳、男性

集検歴：平成１３年 異常なし

平成１５年 異常なし

経 過：基本健診にて貧血の指摘あり。平成１５年６月体重減少、左上腹部痛出現、嚥下時つかえ感

あり当院初診。内視鏡上、胃噴門部に２型腫瘍を認め、噴門部切除施行。７×３．５�、

Type２、T３（se）、tub１、Iy３、v２、INFβ、Stage IV。術後化学療法を施行したが、全身状

態は次第に悪化し、平成１６年２月死亡。

検 討：平成１５年集検フィルムで胃噴門部に隆起性病変の指摘が可能である。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 野 口 直 哉

５５歳、男性

検診歴：平成１４年 異常なし

平成１５年 異常なし

平成１６年 異常指摘

経 過：異常発見の契機となった平成１６年５月の検診では胃体上部後壁のレリーフ異常を指摘して

いた。

検診で異常を指摘され、同年６月当院受診、上部消化管内視鏡を受けた。胃体上部後壁の

胃潰瘍瘢痕、さらに、胃角部小湾前壁よりに２型胃癌を認めた。

手術結果：胃角部の病変は２型進行胃癌 Poorly differentiated Adenocarcinoma pT２（ss）、infβ、

ly（―）、v（―）、n１ 潰瘍瘢痕部はbenign ulcerであった。

考 察：いわゆる!やぶにらみ症例"であるが、異常指摘時の検診フィルムを見直すと胃癌部も指
摘可能と考えられた。

病変が２箇所、認められたために検診での異常の指摘は１個にとどめられたとも考えられ

た。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 謝 花 典 子

７７歳、男性

集検歴：平成１４年 異常なし

平成１５年 異常なし

経 過：平成１６年５月頃より、食欲なく、腹部膨満感出現し、近医より紹介当院受診となった。精

査し、７月胃切除術を行った。

切除標本（病理所見）：胃体部後壁 ２型、４０×４０�、por２＞por１、T４（SI）、N１、INFγ、Iy２ v２～３、

H１（肝転移認める）、Stage�

検 討：平成１４年集検フイルムでは指摘できず、平成１５年集検フイルムの検討では病変がわかって

見直すと、病変の輪郭がわずかに示現されてはいるが、小腸および椎体との重なりで、そ

の指摘は非常に困難と思われた。撮影時（体位変換時）の観察が発見への重要な手がかり

になると考えられた。
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２．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成１７年２月６日（日） 午後４時～午後５時３０分

場 所 烏取県西部医師会館

１．症例検討
鳥取大学医学部器官制御外科学講座生殖機能医学分野助教授 紀川純三先生の進行により、症例４

例について症例検討が行われた。

平成１６年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢 検診月日
一次検診
機関

一次検診結果
精密検査
機関

精 密 検 査 結 果

治療機関名
組織診断

進行期
分類

TMN
分類

症例
１

６２歳

Ｈ１２．０５．１９

Ｈ１３．０５．２２

Ｈ１５．０５．２７

鳥取県保健
事業団

鳥取県保健
事業団

鳥取県保健
事業団

class�a―N／C比
のやや高いクロマ
チンの増量した細
胞を散見

class�a
腺 異 型・moder-
ate dysplasia

Squamous cell
carcinoma（kerati-
nizing type）

鳥取県立厚
生病院

未受診

鳥取県立中
央病院

細胞診にて
mild dys-
plasia

Squamous
cell carci-
noma

０期 pT０NXMX 鳥取県立中
央病院

症例
２

５６歳

Ｈ１２．１２．１４

Ｈ１５．１０．０７

Ｈ１５．１０．２３

博愛病院

博愛病院

博愛病院

class�

判定不能（Adeno-
carcinoma疑）

Adenocarcinoma
（卵巣or卵管）疑

鳥取大学医
学部附属病
院

Adenocar-
cinoma

�b期 T３bNXM０ 鳥取大学医
学部附属病
院

症例
３

５５歳 Ｈ１５．１１．１４
鳥取市立病
院

Adenosquamous
cell carcinoma疑

鳥取市立病
院

Squamous
cell carci-
noma
early inva-
sive

Ia１期 T１NXMX
鳥取市立病
院

症例
４

６２歳 Ｈ１５．１１．２１
脇田ウィメ
ンズヘルスケ
アセンター

Endometrial ade-
nocarcinoma

鳥取大学医
学部附属病
院

Endometri
al adeno-
carcinoma

Ia期 pT１aN０M０
鳥取大学医
学部附属病
院
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３．肺がん検診症例研究会

日 時 平成１７年２月１２日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 中 村 一 彦

症 例：７３歳、男性

主 訴：精査目的

既往歴：７２歳で胆石症にて胆嚢摘出術を受ける

家族歴：特記すべき事項なし

喫煙歴：４０本４０年

現病歴：平成１２年より毎年肺癌住民検診を受けているが、ＢないしＣ判定であった。平成１５年７月

１５日に行われた同検診では、喀痰細胞診および間接撮影ともにＥ判定となり、かかりつけ

医より当科へ紹介受診となった。なお、以前より時々湿性咳嗽および血痰があった。

臨床経過：胸部単純Ｘ腺では、右肺門部から胸膜まで達する楔状の陰影が認められた。CTでは、

右上葉枝口に２６×１６�大の不整形陰影が認められ、＃３リンパ節の種大も認められた。腫

瘍マーカーは、シフラが２．６ng／mlと軽度高値を示す他は正常範囲内であった。気管支鏡

検査では、右上葉枝口をほぼ閉塞するような腫瘍が観察され、同部からの生検にて、!扁
平上皮癌"が証明された。その他諸精査にて、C―T２N２M０、stage�Aと診断された。患者
が手術を拒否したため、化学放射線療法を行い、PRが得られた後退院。その後も、内服

での抗癌剤投与にて、現在腫瘍はほぼ消失している。

検 討：経年の間接撮影では異常陰影の指摘は困難だが、喀痰細胞診では平成１２年に少なくともＤ

判定とするべきではなかったか、との指摘があった。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症 例：７０歳、男性

たばこ指数は４０×４０＝１，６００であった。

平成１３年の検診では、胸部Ｘ線写真は異常なし、喀痰細胞診は受けていなかった。平成１４年は検診

を受けなかったが、秋頃より労作時に血痰が出ることがあるのに、放置していた。平成１５年の胸部Ｘ

線写真は異常なしのＢ判定であったが、喀痰細胞診はＥ判定となり、当院に紹介となった。平成１５年

の間接写真だけを見るとＢ判定としても仕方がないようだが、平成１３年と１５年の間接写真を比較する

と、左肺門陰影の増大が認められる。喀痰細胞診は、扁平上皮癌が認められた。

胸部CTでは、左S６に５�大の腫瘍を認め、左肺動脈、左上下幹への腫瘍の浸潤のある所見であっ

た。気管支鏡検査では、左B６の閉塞と腫瘍の露出が認められ、洗浄細胞診で腺癌、一部扁平上皮癌

を認めるという所見で、喀痰細胞診との差異があった。以上より左肺癌の診断で手術を行った。

術 式：左肺全摘除術、ND２a、左S６に５．４×３．２×２．６�の腫瘍があり、p―T３N０M０、p３d０e０pm０（p３）、

p―Stage �Bであった。高分化扁平上皮癌で一部に腺癌様部分を認めるという病理所見で

あった。

術後経過：良好で、術後１６か月経過して再発の徴候を認めない。

特別講演の宝来先生より、喀痰細胞診と洗浄細胞診の差異について、洗浄細胞診もしっか
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り見れば扁平上皮癌として矛盾ないのでは、と指摘を受けた。

まとめ：今回の症例より、左肺門部の陰影には最大限の注意を払う必要があると、再認識させられ

た。また肺門部肺癌における喀痰細胞診の有効性を証明した症例であり、今後は肺癌の

high risk群へ喀痰細胞診を徹底させる必要があると考えられた。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院胸部外科 中 村 廣 繁

症 例：５９歳、男性

主 訴：咳、痰

現病歴：毎年検診を受けるが、異常は指摘されなかった。平成１５年９月検診で胸部Ｘ線Ｄ判定、喀

痰Ｅ判定を指摘された。１年間放置され、平成１６年９月再び検診の喀痰細胞診でＥ判定を

指摘された。平成１６年１０月、他院で精査を受け肺癌と診断され、手術目的で入院となった。

生活歴：喫煙 ３０本／日×４０年

臨床経過：胸部CTで中葉の部分無気肺と肺門部にリンパ節腫大を伴う腫瘤を、さらに下葉S６に辺

縁不整の腫瘤を認めた。気管支鏡検査で右B４根部に扁平上皮癌を、B６の擦過細胞診で腺

癌を認めた。右肺中下葉切除＋リンパ節郭清が行われ、扁平上皮癌（３２×２５×２０�）と腺

癌（３５×２０×１６�）の多発癌、pT２N１M０�Bと診断された。

検 討：平成１２年、１３年、１４年は胸部Ｘ線Ｂ判定、平成１５年に胸部Ｘ線Ｄ判定、喀痰細胞診E判定

で要精密検査とされたのにもかかわらず、自己判断で１年放置され、平成１６年に再び喀痰

E判定で要精密検査とされた。喀痰Ｅ判定は肺癌の確率が極めて高く、判定区分は至急精

密となるにもかわわらず、精密検査を受けなかったことは、今後かかる症例に対して精密

検査の意義を十分に説明することや受診勧奨のあり方を考慮していくことが必要と思われ

た。また、平成１５年度のＸ線Ｄ判定が、次年度には陰影がより明瞭になっているにもかか

わらず、Ｃ判定となったことは検診従事者にとって反省すべき症例であった。
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４．乳がん検診症例研究会

日 時 平成１６年７月３１日（土） 午後４時～午後５時４５分

場 所 鳥取県健康会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 小 寺 正 人

４８才、女性

検診発見（右乳腺腫瘤疑い）、自覚症状なし。

左CD領域に１．０×１．０�（腫瘤乳頭間：６．０�）、弾性硬の腫瘤を触れた。可動性良好、えくぼ所見・

胸筋固定なし。腋窩、鎖骨下、鎖骨上窩リンパ節触知せず。

エコーにて、０．７×０．６�、円形、低エコー腫瘤陰影あり。マンモグラフィーにてカテゴリー１／１。

摘出生検を行い、invasiveductal carcinoma, papillotubular and scirrhous carcinomaであった。手術

（Bq＋Ax、Level�）を行った。

最終病理診断：f、Iy０、n０、Grade�、ER（＋）、PgR（＋）、HER―２スコア：（２＋）。

補助療法：TAM：２０�／day。術後１年半経過し、無再発生存中である。

１年前の検診では異常なしとの判定であり、今回の要精検部も病変とは異なる部位であった。精

検時のマンモグラフィーでも異常を指摘できず、結果的には詳細な触診とエコーで乳癌を指摘でき

た。更なる検診精度の向上と、見逃されたとしても中間期乳癌としていかに拾い上げられるかが重

要と思われた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 林 英 一

マンモグラフイー上異常所見を認めなかった乳癌症例について

平成１５年に当院で経験した乳癌手術症例３１例のうち、マンモグラフイー上異常所見が認められな

かった症例が４例（１３％）存在した。これらの症例はいずれも触診上腫瘤が認められている。年齢は

３０歳代が１例、４０歳代が３例であり、癌の大きさは１�から２�の症例が３例、２�以上の症例が１

例であった。

乳がん検診にマンモグラフイーは欠かせないものとなっているが、あくまでも検診の基本は視触診

であると考える。そのうえにマンモグラフイーを併用することで、より質の高い検診結果が得られる

ものと考える。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部附属病院第２外科 石 黒 清 介

アロマターゼ阻害剤単独によるneoadjuvant療法後に乳房温存術を行った１例

５５歳、女性。

平成１４年１０月、右乳房のしこりが大きくなってきたため近医を受診。乳癌の診断で当科紹介となる。

右Ｃ領域にエコー上最大径３．７�の境界不明瞭な腫瘍を認め、温存は困難と診断するも、温存を強く

希望した。コアニードルバイオプシーでER（＋）、PgR（＋）、HER２（２＋）と診断されたため、ネオ

アジュバント療法としてアロマターゼ阻害剤を選択して６ケ月間投与を行った。エコー上３．７×１．５×

３．１が２．５×０．８×２．３�と縮小したところで乳房温存術を施行した。組織は乳頭腺管癌でリンパ節転移

はなく、ER（＋）、PgR（＋）、HER２（１＋）であった。
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５．大腸がん検診症例研究会

日 時 平成１６年８月２１日（土） 午後４時～午後５時３０分

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取生協病院 鈴 木 一 則

症 例：６５歳、男性

現病歴：平成１３年の大腸がん検診で便潜血陽性を指摘され、他院で大腸内視鏡検査が施行されたが

肝彎曲部までしか挿入できなかった。このため注腸造影が追加施行され、異常なしと判定

された。平成１４年の大腸がん検診でも便潜血陽性を指摘され、同院で大腸内視鏡検査が施

行されたところ、上行結腸に進行癌が認められ、注腸造影ではapple core signとして描出

された。当院での治療を希望されたため紹介された。

手術所見：右半結腸切除術を施行した。２型、５．２×３．５�

病理組織所見：Well differentiated adenocarcinoma、mp、Iy１、v１、n（―）

検 討：初回注腸造影の見直しでは、上行結腸に腫瘍周堤の一部と思われる異常影が疑われたが、

同部を撮影したフィルムの枚数も少なく不明瞭であった。初回の大腸内視鏡検査では肝彎

曲部まで挿入できていたので、注腸造影では上行結腸から盲腸にかけて病変の存在を追究

すべきであり、同領域では病変の描出性が困難になりやすいことも留意し、多方向から撮

影するなどの注意を払うべきであったと考えられた。

〔中部症例〕 提出者：北岡病院 松 田 哲 郎

症 例：７３歳、男性

現病歴：平成１３年の大腸がん検診では便潜血反応は陰性であったが、平成１４年の検診では便潜血陽

性となり、近医で注腸透視Ba検査を受け、異常を指摘されたため、大腸内視鏡検査目的

で当院を初診、直腸の進行癌と診断し手術を施行した。切除標本の病理学的診断は深達度

mpの進行癌であった。

検 討：この症例の場合、一年前の検診時にすでに進行癌であったかもしれないし、または深達度

はsmくらいの早期癌であったとも予測される。便潜血反応の偽陰性率を進行癌で１０％、

早期癌で５０％とする報告もあり、逐年検診の重要性を実感させられた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 向 山 智 之

症 例：７３歳、男性

現病歴：平成１３年１１月の大腸がん検診で、便潜血陽性を指摘され、近医で行われた注腸造影検査で、

上行結腸、Ｓ状結腸に多発ポリープを認め当科紹介受診。当科で施行した下部消化管内視

鏡検査で、上行結腸に山田�型ポリープを、Ｓ状結腸に�ｐ型病変を２箇所認め、それぞ

れポリペクトミー施行した。

Ｓ状結腸下行結腸移行部で認められた病変は進達度ｍ３の高分化型腺腫内癌だったが、病

理組織では、茎の部分がはっきりしないため、再検が必要と考えられた。尚、Ｓ状結腸の

病変は腺腫で、上行結腸の病変については進達度ｍ３の高分化型腺腫内癌で切除断端はイ

ンタクトであった。
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その後ご本人の受診機会なく、再検査は行われず、翌年再び大腸癌検診で便潜血陽性を指

摘され平成１４年１２月当科再受診。Ｓ状結腸、下行結腸移行部、腸管膜側に１３×１３ミリ大の

隆起性病変をみとめまた。注腸造影側面像では台状変形を有しており、深達度mp以深の

�a様進行癌と診断し、当院外科紹介とした。

手術所見：大きさ１３×１３ミリの�型進行癌。

高分化型腺癌で深達度はSe、ｌy２、v１、ＩNFβ、ステージ�a。

検 討：本症例は内視鏡治療後の遺残再発である可能性が強く示唆されると共に、約１年の経過で

進行癌にまで進展しており、内視鏡治療後のフォローアップの重要性はさることながら、

逐年検診の必要性についても教訓的な一例と考えられた。
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６．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成１７年３月５日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 松 田 裕 之

症 例：５１歳、男性

既往歴・家族歴：特記事項認めず

飲酒歴：ビール大瓶２本×３０年

現病歴：平成１２年８月、検診の際、肝機能異常を指摘されるも放置。平成１３年８月、検診の際、再

度肝機能異常を指摘され、同年８月末当院受診、HCV抗体陽性・HCV―RNA陽性よりＣ

型慢性肝炎と診断される。初診時超音波検査では肝内に腫瘤を指摘されなかったが、３か

月後の同年１１月定期経過観察として超音波検査を受けたところ肝SOLを指摘され、精査の

ため入院となる。

入院時検査成績：GOT１０５U／l、GPT１７４U／l、Alb４．２g／dl、T.Bil１．５�／dl、PT７９％、ICG１６％、

AFP１８ng／ml

画像診断のまとめ：超音波検査 S３径１７� hypo―echoic lesion

ダイナミックCT同部 low～high～low

DSA 同部 tumor stain （＋）

CT―AP 同部 defect （＋）

CT―A 同部 stain （＋）

以上より、C型慢性肝炎に合併した肝細胞癌と診断された。

診 断：肝細胞癌、Stage�・肝障害度A

治 療：平成１４年１月３１日S３腫瘍に対し、経カテーテル的肝動脈塞栓術施行。さらに、肝動脈塞

栓術では遺残が懸念される被膜外浸潤癌細胞に対し、同年２月８日経皮的ラジオ波焼灼術

を追加、以後経過観察中であるが、治療後２年１１か月後のダイナミックCT所見では再発

は認められていない。また、肝細胞癌治療直後に非癌部の生検を行い、（F３、A３）であっ

た。HCVセロタイプ１型・HCV―RNA定量０．５Meq／ml未満であったことから、インター

フェロン―α―２b／リバビリン併用療法を行い、HCV―RNA持続陰性化に至っている。

考 察：検診によりＣ型慢性肝炎を指摘され、経過観察中に肝細胞癌が診断された症例。本例では、

初診時超音波検査上肝腫瘤を指摘されなかったが、３か月後の超音波検査でS３辺縁に径

１７�の肝細胞癌が発見された。Ｃ型慢性肝炎例では、小肝癌の早期診断には３か月に１度

の定期超音波検査によるフォローアップが望ましいと考えられた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 嵯峨山 敦

患 者：６２歳、男性

主 訴：肝腫瘍治療目的

家族歴・社会歴：肝疾患の家族歴なし。輸血歴なし。

既往歴：昭和５０年に肝炎（詳細不明）、平成１１年に心筋梗塞

現病歴：平成９年、健康診断でB型肝炎ウイルス陽性・肝機能障害を指摘され、初診。外来で血液
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検査・腹部超音波での経過観察を受けていた。

平成１６年、腹部超音波で肝S５に径２０�のSOLを認められ、入院となった。

入院時現症：特記所見なし

入院時血液検査成績：T. Bil０．３mg／dl、Alb４．４g／dl、PT１１７％、ICGR１５２６％、AST２７IU／l、ALT

２１IU／l、PLT１７．１×１０４／μl、HBsAg（＋）、HBeAg（―）、HBeAb（＋）、HBV―DNA＜３．７

LGE／ml、AFP４．０ng／ml

画像診断成績：腹部超音波：肝前区域（S５）に径２０�の低エコーのSOL、動脈血流あり、肝ダイ

ナミックCT：S５のSOLは早期相でhigh、晩期相はlow

CTA ：S５にtumor stain

CTAP：S５にperfusion defect

血管造影：S５にtumor stain、門脈に異常所見なし

検査結果のまとめ：Image St―A、２．５×１．８×１．６�、単 純 結 節 型、Stage �（T２、N０、M０）、

Child A（Child―Pugh５点）

治 療：肝亜区域切除術施行

病理組織：癌 部：中分化型肝細胞癌

非癌部：慢性肝炎（F２A１）

考 察：Ｂ型ウイルス陽性慢性肝疾患では、病変の進行度によらず発癌がみられる。肝機能の安定

した状態でも、適切な間隔で画像検査を行い、肝がんの早期発見に努めることが必要である。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 岸 本 幸 廣

『まだ啓蒙がたりない？ 痛恨の症例』

過去の診察または検診においてウイルス性肝炎に罹患していることを告知されていながら、その後

のfollow―upが十分でなく、進行した肝臓がんで発見される症例を年に数例は経験する。そのような

痛恨の症例を提示することによって、まだ医師の間でさえウイルス性肝炎は将来肝臓がんに結びつく

ということが、十分啓蒙されていないのではという疑問を持っていただけたら、役目は果たせたと思

われる。

症例１：４４歳、男性。

主 訴：下半身の腫れと睾丸の腫大

既往歴：Ｈ１０年頃に糖尿病を指摘されており、Ｈ１３に胃潰瘍による胃穿孔にて手術を受けた際、Ｂ

型肝炎であること指摘されている。家族歴では肝疾患については不明である。

生活歴：飲酒歴は３合／日、喫煙歴は４０本／日。

現病歴：糖尿病もＢ型肝炎も指摘された後、医師から特に指導を受けなかったため、放置していた。

Ｈ１６年１２月２５日頃より、下半身の腫れに気付き、体重が急に１０�増加した。Ｈ１７年１月１８

日より睾丸の腫れも出現したため、近医を受診し、１月１９日当科へ紹介、入院となった。

現 症：身長は１７２�、体重は８０�（今までは７０�であった）。貧血なし、黄疸なし。腹部は膨隆し

ており、肝臓を右季肋下に３横指触知し、弾性硬で辺縁は鈍。腹水はないが、腹壁が浮腫

状で下着の跡が容易に残る状態。また、睾丸は両方とも手拳大に腫脹しており、下肢は浮

腫が著明であった。

検査成績：PLT１２．２万／μl、TB１．２�／dl、AST６０IU／l、ALT５４IU／l、ALP５１３IU／l、γ―GTP２８２

IU／l、TP６．０g／dl、Alb２．４g／dl、T―CHO３２２�／dl、GLU３７８�／dl、HbA１c８．７％、AFP

２８，３４０ng／ml、PIVKA II ７０７mAU／ml、ICG１７．７％、HBe抗原陰性、HBe抗体陽性、
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HBV―DNA（TMA）６．３LGE／ml

画像検査：腹部超音波検査にて肝S７、８にhaloを伴ったmosaic patternを呈する５０�大の腫瘤と軽

度の腹水を認めた。Dynamic CT、腹部血管造影、CT―AP、CT―Aにて肝S８の２０�大、肝

S７、８の５０�大の肝細胞癌と診断した。

治 療：肝障害度はB、Child―Pughスコアは７点でＢであるが、ネフローゼ症候群の影響も考えて、

Ａと診断し、手術を施行した。術後の経過は良好である。

症例２：５９歳、男性。

主 訴：心窩部膨満感

既往歴：平成元年、当院にてＢ型慢性肝炎の治療歴有り。

家族歴：母は肝疾患にて死亡。本人は４人兄弟の３男であり、長男は当院で肝癌の治療中、次男は

他病院で肝癌の治療中であった。

現病歴：当院で治療後、Ｂ型肝炎であることは知っていたが、自覚症状がないため放置していた。

Ｈ１６年８月頃より上腹部の張る感じが生じていたが、我慢していた。Ｈ１６年１０月になり、

心窩部膨満感が強くなり近医を受診し、肝臓の腫大を指摘されて当科へ紹介となった。

現 症：心窩部に硬い肝臓を７横指触知する。腹水はなし。

検査成績：PLT８．３万／μl、TB１．８�／dl、DB０．８�／dl、AST５４７IU／l、ALT１０６IU／l、LDH３９０IU／l、

ALP７２４IU／l、γ―GTP２０９IU／l、TP６．７g／dl、Alb３．５g／dl、HBs抗原陽性、HBe抗原陽性、

HBe抗体陰性、HBV―DNA（TMA）６．１LEG／ml、HCV抗体陰性、AFP１８３，４００ng／ml、

PIVKA II２７０，０００mAU／ml.

画像検査：腹部超音波検査、Dynamic CT、腹部血管造影検査、CT―A、CT―APのいずれの検査で

も肝の両葉に瀰慢性に浸潤した腫瘤および門脈腫瘍塞栓（Vp４）を認め、浸潤型の肝細胞

癌と診断した。

治 療：肝障害度はＢで、Child―Pughスコアは８点、Ｂであったが、Vp４を認めることから積極的

な治療は断念した。

考 察：いずれの症例も、過去にHBV陽性であることを指摘されていながら、医師から今後のfol-

low―upの重要性について十分説明がなされてなかったために、定期的な検査を受けず放

置されていた。特に、症例２は家族歴的にも肝細胞癌発症のhigh risk群であったが、定期

検査は受けていなかった。今後とも、ウイルス性慢性肝疾患患者に対しては、持続的な検

査が必要であることを、いろいろな機会を捉えて訴えてゆくことが肝癌検診従事者の責務

であると考えられた。

共同研究者：西向栄治、向山智之、神戸貴雅、謝花典子、古城治彦、川崎寛中
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７．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

回

数
症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １８ ４３ ６７４ ６ １７ １７５ ２２ ３，７４１ ４７４ ４６ ３，８０１ １，３２３

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ３ ２０ ６０ １０ ７３ ９０ １０ ７１ ６７ ２３ １６４ ２１７

乳 が ん １ １０ ５４ １ ５ １９ １ ３ ４６ ３ １８ １１９

大腸がん ９ １４ ３８６ ３ ５ ８４ ２３ ２１３ ４８３ ３５ ２３２ ９５３

肝臓がん ２ ３ ６４ ４ ９ １００ ５ １０ ８５ １１ ２２ ２４９

合 計 ３３回 ２４回 ６１回 １１８回
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�．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受付ます。ご不明の点がありましたら、

鳥取県健康対策協議会事務局（!０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

平成１５年度より登録期間が、３年間となりましたので、ご留意下さい。

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１ Ｈ１８年度中 Ｈ１６．４．１～Ｈ１９．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ１７．４．１～Ｈ２０．３．３１ Ｈ１９年度中

乳がん一次検診 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１ Ｈ１７年度中 Ｈ１５．４．１～Ｈ１８．３．３１
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鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。

３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。

４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。

７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。

８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部６回／年
西部２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部１１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部２回／年 ３点

消化器病研究会 中部６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ３点

消化管研究会 西部２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例

検討会
西部１回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ３点
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鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検診症例

検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回しか受講でき

なかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たしたこととする。

鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に１回以上受講していること。

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び

子宮がん検診症例検討会
全県１回／年
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鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波検査装

置を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量（３mGy

以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査を実施

するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を修了し

ていることが望ましい。

４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。

５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市町村に

送付すること。

６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登録

についても同様であること。

７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、乳が

ん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めることとし、でき

れば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。

また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、「乳

がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県乳腺疾患研

究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付すること。

８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］

１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届け出る

こととし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像の提出

を求めることができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。

４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結果を委

員会での審議の資料とする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会
全県１回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できること。

３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。

４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。

６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登

録についても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、

大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望まし

い。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部１１回／年 １点

消化器病研究会 中部６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ２点

消化管研究会 西部２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例

検討会
西部１回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
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鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望ましい。

２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読すること。

３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、がん登

録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。ただし、

大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

８ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望まし

い。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県１回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部１１回／年 １点

消化器病研究会 中部６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部６回／年 ２点

消化管研究会 西部２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例

検討会
西部１回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各１回／年 ２点
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鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。

３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検査及び

HCV―RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。

（１） 走査方式は、電子コンベックス方式が可能であること。

（２） プローブは、１２８素子以上の高密度多素子プローブであること。

（３） ２系統以上の距離計測機能を有していること。

（４） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像記録装

置を有していること。

（５） 観察用モニターは、９インチ以上であること。

※ 上記基準に合致しなくても本委員会が承認した装置であればよい。

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。ただ

し、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び

症例検討会
全県１回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県１回／年 ２点

消化器疾患研究会 東部２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県１回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその

都度協議することとする。
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鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。

２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳がん検診

従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。

（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重点をお

いた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例

検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師系委員

から（１）に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分能力が得られ

たと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できるものとする。

（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医

（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び

鳥取県検診発見乳がん症例検討会
全県１回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、成人病検診管理指導協議会の各部会

と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言葉にもあるよ

うに一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書の第１１報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々御助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

最後に、発刊に際し、県医師会副会長岡本公男先生に御指導をいただきました。また、県医師会事

務局の岩垣陽子さん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝を頂きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 宮 � 博 実
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